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レオン・ウェルトに

　

　わたしは、この本を、あるおとなの人にささげたが、子どもたちには、すまないと思う。でも、それには、ちゃんとした言いわけがある。そのおとなの人は、わたしにとって、第一の親しん友ゆうだからである。もう一つ、言いわけがある。そのおとなの人は、子どもの本でも、なんでも、わかる人だからである。いや、もう一つ言いわけがある。そのおとなの人は、いまフランスに住んでいて、ひもじい思いや、寒い思いをしている人だからである。どうしてもなぐさめなければならない人だからである。こんな言いわけをしても、まだ、たりないなら、そのおとなの人は、むかし、いちどは子どもだったのだから、わたしは、その子どもに、この本をささげたいと思う。おとなは、だれも、はじめは子どもだった。(しかし、そのことを忘わすれずにいるおとなは、いくらもいない。)そこで、わたしは、わたしの献けん辞じ　を、こう書きあらためる。

子どもだったころの

レオン・ウェルトに







１

　六つのとき、原げん始し　林りんのことを書いた「ほんとうにあった話」という、本の中で、すばらしい絵を見たことがあります。それは、一ぴきのけものを、のみこもうとしている、ウワバミの絵でした。これが、その絵のうつしです。




　その本には、「ウワバミというものは、そのえじきをかまずに、まるごと、ペロリとのみこむ。すると、もう動けなくなって、半年のあいだ、ねむっているが、そのあいだに、のみこんだけものが、腹はらのなかでこなれるのである」と書いてありました。

　ぼくは、それを読んで、ジャングルのなかでは、いったい、どんなことがおこるのだろうと、いろいろ考えてみました。そして、そのあげく、こんどは、色エンピツで、ぼくのはじめての絵を、しゅびよくかきあげました。ぼくの絵の第一号です。それは、上のようなのでした。




　ぼくは、鼻たかだかと、その絵をおとなの人たちに見せて、〈これ、こわくない？〉とききました。

　すると、おとなの人たちは〈ぼうしが、なんでこわいものか〉といいました。

　ぼくのかいたのは、ぼうしではありません。ゾウをこなしているウワバミの絵でした。おとなの人たちに、そういわれて、こんどは、これなら、なるほどとわかってくれるだろう、と思って、ウワバミのなかみをかいてみました。おとなの人ってものは、よくわけを話してやらないと、わからないのです。ぼくの第二号の絵は、つぎのようなのでした。




　すると、おとなの人たちは、外がわをかこうと、内がわをかこうと、ウワバミの絵なんかはやめにして、地ち　理り　と歴れき史し　と算数と文ぶん法ぽうに精せいをだしなさい、といいました。ぼくが、六つのときに、絵かきになることを思いきったのは、そういうわけからでした。ほんとに、すばらしい仕事ですけれど、それでも、ふっつりとやめにしました。第一号の絵も、第二号の絵も、うまくゆかなかったので、ぼくは、がっかりしたのです。おとなの人たちときたら、じぶんたちだけでは、なに一つわからないのです。しじゅう、これはこうだと説せつ明めいしなければならないようだと、子どもは、くたびれてしまうんですがね。

　そこで、ぼくは、しかたなしに、べつに職しょくをえらんで、飛ひ　行こう機き　の操そう縦じゅうをおぼえました。そして、世せ　界かいじゅうを、たいてい、どこも飛と　びあるきました。なるほど、地ち　理り　は、たいそうぼくの役やくにたちました。ぼくは、ひと目で、中国とアリゾナ州しゅうの見わけがつきました。夜、どこを飛と　んでいるか、わからなくなるときなんか、そういう勉強は、たいへんためになります。

　ぼくは、そんなことで、そうこうしているうちに、たくさんのえらい人たちと、あきるほど近づきになりました。思うぞんぶん、おとなたちのあいだで、暮く　らしました。おとなたちのようすを、すぐそばで見ました。でも、ぼくの考えは、たいしてかわりませんでした。

　どうやらものわかりのよさそうな人に出くわすと、ぼくは、いつも手もとに持っている第一号の絵を、その人に見せました。ほんとうにもののわかる人かどうか、知りたかったのです。ところが、その人の返事は、いつも、〈そいつぁ、ぼうしだ〉でした。そこで、ぼくは、ウワバミの話も、原げん始し　林りんの話も、星の話もやめにして、その人のわかりそうなことに話をかえました。つまり、ブリッジ遊びや、ゴルフや、政せい治じ　や、ネクタイの話をしたのです。すると、そのおとなは、〈こいつぁ、ものわかりのよい人間だ〉といって、たいそう満まん足ぞくするのでした。


２

　ぼくは、そんなわけで、六年まえ、飛ひ　行こう機き　がサハラ砂さ　漠ばくでパンクするまで、親身になって話をするあいてが、まるきり見つからずに、ひとりきりで暮く　らしてきました。パンクというのは、飛行機のモーターが、どこか故こ　障しょうをおこしたのです。機き　関かん士し　も、乗じょう客きゃくも、そばにいないので、ぼくは、むずかしい修しゅう理り　をひとりでやってのけようとしました。ぼくにとっては、生きるか死ぬかの問題でした。一週間の飲の　み水が、あるかないくらいでした。

　そこで、はじめての日の晩ばん、ぼくは、およそ人の住んでいるところから、千マイルもはなれた砂すな地ち　で眠ねむりました。難なん船せんしたあげく、いかだに乗って、大洋のまん中をただよっている人より、もっともっとひとりぽっちでした。すると、どうでしょう、おどろいたことに、夜があけると、へんな、小さな声がするので、ぼくは目をさましました。声は、こういっていました。

　「ね……ヒツジの絵をかいて！」

　「え？」

　「ヒツジの絵をかいて……」

　ぼくは、びっくりぎょうてんして、とびあがりました。なん度も目をこすりました。あたりを見まわしました。すると、とてもようすのかわったぼっちゃんが、まじめくさって、ぼくをじろじろ見ているのです。つぎのページの絵をごらんなさい。これが、ぼくがあとになってかきあげた、一ばん上できの、そのぼっちゃんの肖しょう像ぞうです。ぼくの絵は、もちろん、実じつ物ぶつとくらべると、月とスッポンです。でも、それは、ぼくのせいじゃありません。六つのとき、おとなの人たちに、絵かきで身を立てることを思いきらされたおかげで、ウワバミの内がわと外がわの絵をかくよりほかは、まるきり絵をかくことしなかったぼくなんですから。







　そこで、ぼくは、おどろいたあまり、目をまんまるくして、ぼくの前にあらわれたぼっちゃんをながめました。くどいようですが、ぼくは、およそ人の住んでいるところから、千マイルもはなれているところにいたのです。だのに、ぼくのぼっちゃんは、道にまよっているようすもないし、つかれきっているようすもないし、おなかがへってたまらないようすもないし、のどがカラカラになっているようすもないし、こわくてたまらないようすもありません。どこからどう見ても、およそ人の住んでいるところから千マイルもはなれている砂さ　漠ばくのまん中で、とほうにくれている子どもとは、とても見えないのです。ぼくは、やっと口がきけるようになると、いいました。

　「だけど……あんた、そこで、なにしてるの？」

　すると、ぼっちゃんは、とてもだいじなことのように、たいそうゆっくり、くりかえしました。

　「ね……ヒツジの絵をかいて……」

　ふしぎなことも、あんまりふしぎすぎると、とてもいやとはいえないものです。人が住んでいる、どんなところからも、千マイルもはなれていて、それに、いつ死ぬかもしれないところで、ヒツジの絵をかくなんて、とてもばかばかしい気もしましたが、ぼくは、ポケットから、一まいの紙と、万まん年ねん筆ひつをとりだしました。が、そのときぼくは、地ち　理り　と歴れき史し　と算数と文ぶん法ぽうだけしか勉強しなかったことを思いだしたのです。そこで、そのぼっちゃんに(すこし、むっとしながら)絵はかけない、といいました。すると、ぼっちゃんは、こう答えました。

　「そんなこと、かまやしないよ。ヒツジの絵をかいて」

　ぼくは、ヒツジの絵なんか、てんでかいたことがないので、ぼくにかける、例れいの二つの絵の片かた方ほうをかいてみました。ウワバミの外がわです。すると、ぼっちゃんが、こういうので、ぼくは、あっけにとられてしまいました。

　「ちがう、ちがう！　ぼく、ウワバミにのまれてるゾウなんか、いやだよ。ウワバミって、とてもけんのんだろう、それに、ゾウなんて、場所ふさぎで、しようがないじゃないか。ぼくんとこ、ちっぽけだから、ヒツジがほしいんだよ。ね、ヒツジの絵をかいて」

　そこで、ぼくは、ヒツジの絵をかきました。




　ぼっちゃんは、それをじっと見ていましたが、やがて、こういいました。

　「だめ！　このヒツジったら、病気で、いまにも死にそうじゃないか。かきなおしておくれよ」

　ぼくは、かきなおしました。




　ぼっちゃんは、さも大目に見てくれるようにやさしく、にっこりしました。

　「そうだな……これ、あたりまえのヒツジじゃなくって、ツノが生は　えてるもの……」

　そこで、ぼくは、またかきなおしました。




　でも、それは、まえのとおなじように、やっぱり、ぼっちゃんの気にいりません。

　「これ、ヨボヨボじゃないか。ぼく、長生きするヒツジがほしいんだよ」

　ぼくは、もうがまんしきれなくなってきました。それに、モーターのとりはずしをいそいでいたので、大ざっぱにこんな絵をかきました。

　そして、それをなげだすように、ぼっちゃんに見せました。




　「こいつぁ箱はこだよ。あんたのほしいヒツジ、その中にいるよ」

　ぶっきらぼうにそういいましたが、見ると、ぼっちゃんの顔が、ぱっと明るくなったので、ぼくは、ひどくめんくらいました。

　「うん、こんなのが、ぼく、ほしくてたまらなかったんだ。このヒツジ、たくさん草をたべる？」

　「どうして？」

　「だって、ぼくんとこ、ほんとにちっぽけなんだもの……」

　「そんな心しん配ぱい、いらないよ。だから、ぼく、ほんのちっぽけなヒツジ、かいたんだ」

　ぼっちゃんは、絵をのぞいて見ながらいいました。

　「そんなにちっぽけじゃないな……おや！　ねちゃったよ、このヒツジ……」

　こうして、ぼくは、王子さまと知りあいになりました。


３

　王子さまが、いったい、どこからきたのか、それがわかるまでには、だいぶ時間がかかりました。王子さまは、ぼくにいろんなことをきくのですが、ぼくのきくこととなると、いっこう、きいているようすがありません。ひょいとした拍ひょう子し　で、王子さまのいったことから、すこしずつ、ことがほぐれて、しまいに、やっと、いろいろなことがわかってきたというありさまです。

　たとえば、王子さまは、はじめてぼくの飛ひ　行こう機き　を見たとき(ぼく、飛行機の絵なんか、ごめんです。あんまりこみいってて、とてもぼくの手におえません)、こう、ぼくにききました。

　「それ、なあに？　そのしなもの？」

　「しなものじゃないよ。これ、飛と　ぶんだ。飛ひ　行こう機き　なんだ。ぼくの飛行機なんだ」

　ぼくは、鼻を高くしながら、鳥のように飛と　べる人間だといってやりました。すると、王子さまは、大声をあげていいました。







　「なんだって！　きみ、天から落ちてきたんだね？」

　「そうだよ」と、ぼくは、しおらしい顔をしていいました。

　「へええ！　へんだなあ、そりゃ……」

　王子さまは、そういって、たいそうかわいらしい声で笑わらいました。笑われたぼくは、とても腹はらがたちました。天から落ちるなんて、ありがたくないことなんですから、しんけんに考えてもらいたかったのです。やがて、王子さまはまたこういいました。

　「じゃあ、きみも、天からやってきたんだね！　どの星からきたの？」

　そのとたん、王子さまの夢ゆめのような姿すがたが、ぽうっと光ったような気がしました。ぼくは、息をはずませてききました。

　「じゃあ、あんたは、どこかほかの星からきたんだね？」

　しかし、王子さまは、なんの返事もしません。ぼくの飛ひ　行こう機き　を見ながら、しずかに首をふっています。

　「そうか、じゃ、そう遠くからきたわけでもないな……」

　そういって、王子さまは、長いこと、考えこんでいましたが、やがてポケットから、ぼくのかいたヒツジの絵をとりだして、こんどは、さもだいじそうに、それを、じっとながめました。

　

　どうやら、〈どこかほかの星〉のことをいってるらしい王子さまの口ぶりに、ぼくは、どんなにつりこまれたことでしょう。で、そのことを、もっとくわしく知ろうとしました。

　「ぼっちゃん、あんた、いったい、どこからきたの。〈ぼくんとこ〉って、それ、どこにあるの？　ぼくのかいたヒツジ、いったい、どこへつれていくの？」

　だまって考えこんでから、王子さまは、こう答えました。

　「ああ、よかった。きみのくれた箱はこがあるんで、夜になったら、これ、ヒツジの家うちになるよ」

　「そうだね。それに、あんたがいい子なら、ぼく、綱つなもあげるよ。ひるま、それでヒツジをつないでおくのさ。それから、棒ぼうぐいもね」

　こういわれて、王子さまは、ひどく気にさわったようでした。

　「つないでおく？　へんなこと、考えるじゃないか！」

　「でも、つないでおかないと、どこへでもいっちまうよ、迷まい子ご　になってさ……」

　ぼっちゃんは、また、声をたてて笑わらいました。

　「だって、どこへもいくとこ、ないじゃないか」

　「どこへだってさ。まっすぐどんどん……」

　すると、王子さまは、まじめな顔になっていいました。

　「だいじょうぶなんだよ。ぼくんとこ、とってもちっぽけなんだもの」

　そして、どこかしら、しずんだ顔になって、いいたしました。

　「まっすぐどんどんいったって、そう遠くへいけやしないよ……」


４

　ぼくは、こうして、もう一つ、たいそうだいじなことを知りました。それは、王子さまのふるさとの星が、やっと家うちくらいの大きさだということでした。

　といったって、ぼくは、たいしておどろきはしません。地球とか、木星とか、火星とか、金星とかいったように、いろんな名まえのついてる大きな星のほかにも、なん百という星があって、それが、時には、望ぼう遠えん鏡きょうでも、なかなか見えないほど小さいことを、ぼくはよく知っていたからです。天てん文もん学がく者しゃは、そういう星を一つ見つけると、それに番号をつけて、名まえにします。たとえば、小しょう惑わく星せい３２５番といったふうにです。

　ぼくは、王子さまのふるさとの星は、小しょう惑わく星せい、Ｂ‐６１２番だと思っているのですが、そう思うのには、ちゃんとしたわけがあります。その星は、一九〇九年に、トルコのある天てん文もん学がく者しゃが、望ぼう遠えん鏡きょうで、一度見たきりの星なのです。









　そこで、その天てん文もん学がく者しゃは、万ばん国こく天てん文もん学がく会かい議ぎ　で、じぶんが発見した星について、堂々どうどうと証しょう明めいしました。




　ところが、着てる服が服だというので、だれも、その天文学者のいうことをほんとにしませんでした。おとなというものは、そんなものです。




　さいわい、Ｂ‐６１２番の星の評ひょう判ばんを傷きずつけまいというので、トルコのある王さまが、ヨーロッパ風の服を着ないと死し　刑けいにするというおふれをくだしました。そこで、その天文学者は、一九二〇年に、たいそうりっぱな服を着て、証しょう明めいをしなおしました。すると、こんどは、みんなが天文学者のいうことをうけいれました。

　ぼくがこんなふうに、Ｂ‐６１２番の星の話をして、その番号までもち出すというのも、じつはおとなの人たちがよくないからです。おとなというものは、数字がすきです。新しくできた友だちの話をするとき、おとなの人は、かんじんかなめのことはききません。〈どんな声の人？〉とか、〈どんな遊びがすき？〉とか、〈チョウの採さい集しゅうをする人？〉とかいうようなことは、てんできかずに、〈その人、いくつ？〉とか、〈きょうだいは、なん人いますか〉とか、〈目方はどのくらい？〉とか、〈おとうさんは、どのくらいお金をとっていますか〉とかいうようなことを、きくのです。そして、やっと、どんな人か、わかったつもりになるのです。

　おとなの人たちに〈桃もも色いろのレンガでできていて、窓まどにジェラニュウムの鉢はちがおいてあって、屋や　根ね　の上にハトのいる、きれいな家うちを見たよ……〉といったところで、どうもピンとこないでしょう。おとなたちには〈十万フランの家うちを見た〉といわなくてはいけないのです。すると、おとなたちは、とんきょうな声をだして、〈なんてりっぱな家うちだろう〉というのです。

　そんなわけですから、〈王子さまは、ほんとにすてきな人だった。にこにこしていた。ヒツジをほしがっていた。それが王子さまがこの世よ　にいた証しょう拠こ　だ〉といってみたり、〈ある人がヒツジをほしがっている、それが、その人のこの世よ　にいる証拠だ〉などといったら、おとなたちは、あきれた顔をして、〈ふん、きみは子どもだな〉というでしょう。だけれど、王子さまのふるさとの星は、Ｂ‐６１２番の星だといえば、おとなの人は、〈なるほど〉といった顔をして、それきり、なにもきかなくなるのです。おとなの人というものは、そんなものです。わるく思ってはいけません。子どもは、おとなの人を、うんと大おお目め　に見てやらなくてはいけないのです。

　だけれど、ぼくたちには、ものそのもの、ことそのことが、たいせつですから、もちろん、番号なんか、どうでもいいのです。ぼくは、この話を、おとぎ話みたいに、はじめたかったのです。そして、こんなふうに話したかったのです。「むかし、むかし、ひとりの王子さまがおりました。その王子さまは、じぶんより、ほんのちょっと大きい星を家うちにしていました。そしてお友だちをひとり、ほしがっていらっしゃいました……」

　こうすると、ものそのもの、ことそのことをたいせつにする人には、話がもっともっとほんとうらしくなったでしょうに。

　というのは、ぼくは、この本を、寝ね　そべったりなんかして、読んでもらいたくないからです。ぼくは、王子さまとの思い出を話すのが、ほんとにかなしいのです。あの友だちがヒツジをつれて、どこかへいってしまってから、もう六年にもなります。あの友だちのことを、いま、ここにこうして書くのは、あの友だちを忘わすれないためなのです。友だちを忘れるというのは、かなしいことです。だれもが、友だちらしい友だちをもっているわけではありません。それに、ぼくも、そのうち、数字しかおもしろがらないおとなと、同じ人間になるかもしれません。それだからこそ、ぼくは、えのぐ箱ばことエンピツを買ったのです。六つのとき、ウワバミの内がわと外がわをかいたきりで、ほかには、なんの絵もかいたことのないぼくが、いま、この年になって、また絵をかくのは、なかなかのことです。もちろん、ぼくは、いろんな人たちの肖しょう像ぞうを、できるだけ本物に近く、かくようにしましょう。が、うまくいくかどうかということになると、どうも自じ　信しんがもてません。一つの絵は、うまくかけても、ほかのは、似に　ても似つかないものになるのです。背せ　のたかさが、またすこしちがっています。王子さまは、あるところでは大きすぎたり、また、あるところでは小さすぎたりしています。それから、着物の色も、これではどうかと思ったりします。そうなると、ぼくは、闇やみのなかをさぐるようにして、どうにかこうにか、それらしいものにするほかはありません。さいごに、ぼくは、もっとたいせつなことで、見当ちがいしそうです。でも、その点は、なんとか大おお目め　に見ていただきましょう。ぼくの友だちの王子さまは、くどくどと、説せつ明めいしてくれなかったのです。どうかすると、ぼくを、じぶんとおなじような人間だと思っていたのかもしれません。けれど、ぼくには、あいにく、箱はこの中のヒツジを見る目がありません。ぼくもどうやら、おとなじみているのかもしれません。年とってしまったにちがいありません。


５

　日ごとに、ぼくは、王子さまの星のことや、王子さまが、その星を出てきた時のことや、それからの旅のことなどを、なんということもなく知るようになりました。いきあたりばったり考えているうちに、しぜん、話がわかってきたのです。そんなわけで、ぼくは三日めに、おそろしいバオバブの話をききました。

　そういうことになったのも、やっぱりヒツジのおかげでした。というのは、王子さまが、ひどく心しん配ぱいそうな顔をして、やぶから棒ぼうに、こう、ぼくにきいたからです。

　「ヒツジが小さい木をたべるって、ほんとだね？」

　「うん、ほんとだ」

　「ああ、そうか、うれしいなあ」

　ヒツジが小さい木をたべることが、なんでそうだいじなのか、ぼくにはわかりません。でも、王子さまは、つづけていいました。

　「なら、バオバブもたべるんだね？」

　バオバブは小さい木じゃない、教きょう会かい堂どうのように大きな木だ、王子さまがゾウの一部ぶ　隊たいをつれていっても、たった一本のバオバブの木もたべきれない、と、ぼくは王子さまにいいました。

　王子さまは笑わらいました。ゾウの一部ぶ　隊たいといったのが、おかしかったのです。

　「ゾウだと、かさねなくっちゃ、ね……」







　それから、分ふん別べつくさそうにいいました。

　「大きなバオバブも、はじめは小さかったんだよ」

　「そのとおりだ。でも、なぜ、小さいバオバブなんかたべさせたいの、ヒツジに？」

　「わからないかなあ、そのわけ！」と王子さまは、さもわかりきったことのように、いいました。だからぼくは、うんと頭をひねって、ひとりでそのわけを考えなければなりませんでした。

　そのわけはこうでした。王子さまの星には、およそ星なら、どの星もそうであるように、いい草と、わるい草とがありました。ですから、いい草のいい種たねと、わるい草のわるい種とがありました。でも、その種は目に見えません。地面の、どこかふかいところに眠ねむっていると、そのうちに、種のどれか一つが、ふと、目をさます気になるのです。それから、目をさました種は、背せ　のびします。そして、美しい、あどけない茎くきを、日の光のほうへ、はじめはオズオズとのばします。赤カブや、バラの木だったら、のびほうだいに、のばしておいてよろしい。だけれど、わるい草木だったら、それが、目につきしだい、すぐに抜ぬ　きとってしまわなければなりません。




　さて、王子さまの星には、おそろしい種たねがありました……。バオバブの種がありました。そして、星の地面は、その種の毒どっ気き　にあてられていました。バオバブというものは、早く追お　いはらわないと、もう、どうしても、根ね　だやしするわけにゆかなくなるものです。星の上いちめんに、はびこります。その根ね　で、星を突つ　き通します。星が小さすぎて、バオバブがあまりたくさんありすぎると、そのために、星が破は　裂れつしてしまいます。

　王子さまは、もっとあとになって、ぼくにこういいました。

　「きちょうめんにやればいいことだよ。朝のおけしょうがすんだら、念ねん入い　りに、星のおけしょうしなくちゃいけない。バオバブの小さいのは、バラの木とそっくりなんだから、見わけがつくようになったら、さっそく、一つのこさず、ひっこぬかなけりゃいけない。とてもめんどくさい仕し　事ごとだけど、なに、ぞうさもないよ」

　ある日、王子さまは、フランスの子どもたちが、このことをよく頭にいれておくように、ふんぱつして、一つ、りっぱな絵をかかないかとぼくにすすめました。「きみの国の子どもたちが、いつか旅行するとき、役にたつかもしれないからね。仕事をあとにのばしたからといって、さしつかえのないこともあるさ。だけど、バオバブはほうり出しておくと、きっと、とんださいなんになるんだ。ぼくは、なまけものがひとり住んでた星を知っているけどね。その人は、まだ小さいからといって、バオバブの木を三本ほうりっぱなしにしておいたものだから……」







　ぼくは、王子さまに教えてもらって、その星の絵をかきました。口はばったいことをいうのは、ぼく、きらいです。しかし、バオバブのけんのんなことは、ほとんど知られていませんし、星の世界で道に迷まようような人がいたら、その人はとても大きい危き　険けんに出くわすことになります。ですから、ぼくは、一度だけ日ごろのえんりょをぬきにして、こういいましょう。〈おーい、みんな、バオバブに気をつけるんだぞ！〉ぼくがここにバオバブの絵をかいたのも、ぼくの友ゆう人じんたちが、ぼくと同じように、もう長いこと、知らないで危あぶないめにあいかけているので、気をつけるんだよ！　といいたいためです。ぼくはこの絵を、たいへん苦く　労ろうしてかきました。それでも、この教きょう訓くんがむだにならないようでしたら、ぼくは満まん足ぞくです。

　どうかすると、きみたちは、〈この本たら、このバオバブの絵ばかり、へんにすばらしくて、どうしてほかの絵は、りっぱでないのか〉とふしぎに思うでしょう。

　その答えは、たいへんかんたんです。やってはみたのですが、うまくゆかなかったのです。なにしろ、バオバブをかいた時は、ぐずぐずしてはいられないと、一生けんめいになっていたものですから。


６

　王子さま、あなたは、はればれしない日々を送ってこられたようだが、ぼくには、そのわけが、だんだんとわかってきました。ながいこと、あなたの気が晴れるのは、しずかな入り日のころだけだったのですね。

　ぼくは四日めの朝、あなたが、ぼくにこういったとき、この、いままで知らずにいたことを知ったのです。







　「ぼくね、日の暮く　れるころが、だいすきなんだよ。きみ、日の沈しずむとこ、ながめにいこうよ……」

　「でも、待たなくちゃ……」

　「待つって、なにをさ」

　「日が沈しずむまで待つのさ」

　ぼくがこういうと、あなたは最さい初しょ、たいへんおどろいたようすをしましたね。でも、やがて、じぶんでじぶんがおかしくなって、あなたは、こういいましたね。

　「ぼく、いつも、じぶんのうちにいるような気ばかりしてるんだ」

　それにちがいありません。アメリカ合がっ衆しゅう国こくで昼ひるの十二時のときは、だれも知っているように、フランスでは、日にち没ぼつです。ですから、一分間で、フランスにいけさえしたら、日の入りが、ちゃーんと見られるわけです。でも、それには、あいにくフランスが、あんまり遠すぎます。だけれど、あなたのちっぽけな星だったら、すわっているいすを、ほんのちょっと動かすだけで、見たいと思うたびごとに、夕やけの空が見られるわけです。

　「ぼく、いつか、日の入りを四十四度も見たっけ」

　そして、すこしたって、あなたは、また、こうもいいましたね。

　「だって……かなしいときって、入り日がすきになるものだろ……」

　「一日に四十四度も入り日をながめるなんて、あんたは、ずいぶんかなしかったんだね？」

　しかし、王子さまは、なんともいいませんでした。


７

　五日めに、やはりヒツジのおかげで、ぼくは、王子さまのもっている秘ひ　密みつがわかりました。長いあいだ、だまって考えていた問題から、質しつ問もんがうまれたように、王子さまは、だしぬけに、こう、ぼくにききました。

　「ヒツジは、小さい木をたべるんだったら、花もたべるんだろうね？」

　「いきあたりばったり、なんでもたべるよ」

　「トゲのある花も？」

　「そう、トゲのある花も」

　「じゃ、トゲは、いったい、なんの役にたつの？」

　それは、ぼくの知らないことでした。ぼくはその時、モーターのボールトが、あまりしまりすぎているので、それをはずそうと、懸けん命めいになっていました。ちょっとやそっとでは、パンクがなおりそうもないので、気が気ではありませんでした。それに、飲の　み水みずも底そこをついていて、手も足もでないことになりそうだったのです。

　「トゲは、いったい、なんの役にたつの？」

　王子さまは、いちど、なにかききだすと、あいてが返事するまであきらめません。ぼくは、ボールトのことで、気がいらいらしていたので、なんでもかまわず、でたらめに答えました。

　「なんの役にもたちゃあしないよ、花はいじわるしたいから、トゲなんかつけてるんだ」

　「へえ！」

　だけれど、ちょっとだまっていてから、王子さまは、うらめしそうに、こういいかえしました。

　「うそだよ、そんなこと！　花はよわいんだ。むじゃきなんだ。できるだけ心しん配ぱいのないようにしてるんだ。トゲをじぶんたちの、おそろしい武ぶ　器き　だと思ってるんだ」

　ぼくは、なにも答えませんでした。ぼくは、そのとき、〈このボールトが、いうことをきかなけりゃあ、カナヅチでぶっとばそう〉と考えていました。すると、王子さまは、また、ぼくの考えをじゃましました。

　「だのに、きみは、ほんとにそう思ってるんだね？　花ってものは……」

　「ちがうよ、ちがうよ、ぼく、なんとも思ってやしないよ。でたらめに返事したんだ。とてもだいじなことが、頭にひっかかってるんでね」

　王子さまは、あっけにとられて、ぼくの顔を見ました。

　「なに、だいじなことって？」

　王子さまは、ぼくを見ました。ぼくは、王子さまにとってはたいそうきたなく見えるものの上にかがみこみながら、カナヅチを手に持って、機き　械かいあぶらで指をまっ黒にしていたのです。

　「まるで、おとなみたいな口のききようをする人だな！」

　そういわれて、ぼくは、すこしはずかしくなりました。しかし、あいては、それにかまわず、こうつづけました。

　「きみは、なにもかも、ごちゃごちゃにしてるよ……まぜこぜにしてるよ……」

　王子さまは、こんどは、ほんとうに腹はらをたてていました。そして、目のさめるような金色の髪かみを、風にゆすっていいました。

　「ぼくの知ってるある星に、赤黒っていう先生がいてね、その先生、花のにおいなんか、吸す　ったこともないし、星をながめたこともない。だあれも愛あいしたことがなくて、していることといったら、寄よ　せ算ざんばかりだ。そして日がな一日、きみみたいに、いそがしい、いそがしい、と口ぐせにいいながら、いばりくさってるんだ。そりゃ、ひとじゃなくて、キノコなんだ」

　「キノ……？」

　「キノコなんだ」

　王子さまは、もうまっさおになっておこっていました。



　「花は、もうなん百万年も前から、トゲをつくってる。ヒツジもやっぱり、もうなん百万年も前から、花をたべてる。でも、花が、なぜ、さんざ苦く　労ろうして、なんの役にもたたないトゲをつくるのか、そのわけを知ろうというのが、だいじなことじゃないっていうのかい？　花がヒツジにくわれることなんか、たいしたことじゃないっていうの？　ふとっちょの赤黒先生の寄よ　せ算ざんより、だいじなことじゃないっていうの？　ぼくの星には、よそだとどこにもない、めずらしい花が一つあってね、ある朝、小さなヒツジが、うっかり、パクッとくっちまうようなことがあるってこと、ぼくが──このぼくが──知ってるのに、きみ、それがだいじじゃないっていうの？」

　王子さまは、そういって、こんどは、顔を赤くしましたが、やがてまた、いいつづけました。

　「だれかが、なん百万もの星のどれかに咲さ　いている、たった一いち輪りんの花がすきだったら、その人は、そのたくさんの星をながめるだけで、しあわせになれるんだ。そして、〈ぼくのすきな花が、どこかにある〉と思っているんだ。それで、ヒツジが花をくうのは、その人の星という星が、とつぜん消えてなくなるようなものなんだけど、それもきみは、たいしたことじゃないっていうんだ」

　王子さまは、それきり、なにもいえませんでした。そして、にわかに、わっと泣な　きだしてしまいました。夜になっていました。ぼくは、しごと道具を手ばなしていました。カナヅチも、ボールトも、目にうつらなかったし、のどがかわいても、死ぬ思いをしても、そんなことは、どうでもよいことでした。ひとりの王子さまを、一つの星といっても、ぼくの地球の上で、なんとかして、なぐさめなければならなかったのです。ぼくは、王子さまをしっかりだいて、しずかにゆすりながら、「あんたのすきな花、だいじょうぶだよ……あんたのヒツジには、口くち輪わ　をかいてやる……あんたの花には、かこいの絵をかいてあげる……ぼくは……」と、いいはしましたが、なんといっていいか、わかりませんでした。ものをいうにも、へたくそで、うまくいえなかったのです。どうしたら、王子さまの気もちになれるのか、どこで王子さまの気もちと、いっしょになれるのか、それもわかりませんでした……

　涙なみだの国って、ほんとにふしぎなところですね。


８

　ぼくは、いくらもたたないうちに、その花がどんな花なのか、もっとよく知るようになりました。

　もともと王子さまの星には、花びらが一ひと重え　で、場所をふさぎもしないし、だれのじゃまもしない、たいへんすっきりした花が、いくつも咲さ　いていました。あさ、草の中に咲き出しているかと思うと、夕方には、もう消えてなくなる花でした。

　だけれど、王子さまのその花は、ある日、どこからか飛と　んできた種たねが、芽め　をふいた花でした。そしてその芽は、そこらの芽とは、似に　ても似つかない芽なので、王子さまは、その芽を、しじゅう、つきっきりで見まもっていました。それは、新しい種しゅ類るいのバオバブであるかもしれなかったのです。しかし、芽がのびて、小さな木になると、もう、それきりのびなくなって、花をつけはじめました。大きなつぼみが、腰こしをおちつけているのを、はたで見ている王子さまは、いまに、あっというほど美しいものが、見えてくるように思われてなりませんでした。でも、花は、緑のへやにじっとしていて、なかなか、けしょうをやめません。どんな色になろうかと、念ねんには念をいれているのです。ゆっくりと着物を着ているのです。花びらを一つ一つ、ととのえているのです。ヒナゲシのように、もみくちゃな顔になって、出てきたくないのです。照て　り光るほど美しい姿すがたにならなくては、顔を見せたくないのです。ええ、ええ、そうですとも、なかなかのおしゃれだったのです。そんなわけで、ふしぎなけしょうは、いく日もいく日もつづきました。

　ところが、ある日の朝、ちょうどお日さまがのぼるころ、花は、とうとう顔を見せました。







　なにひとつ手おちなくけしょうをこらした花は、あくびをしながらいいました。

　「ああ、まだねむいわ……。あら、ごめんなさい。あたくし、まだ髪かみをといていませんから……」

　王子さまは、そういわれて、〈ああ、美しい花だ〉と思わずにはいられませんでした。

　「きれいだなあ！」

　「そうでしょうか」花はしずかに答えました。「あたくし、お日さまといっしょに、生まれたんですわ」

　王子さまは、この花、あんまりけんそんではないな、と、たしかに思いはしましたが、でも、ホロリとするほど美しい花でした。

　「いま、朝のお食事の時じ　刻こくですわね。あたくしにも、なにか、いただかせてくださいませんの……」

　王子さまは、どぎまぎしましたが、汲くみたての水のはいったジョロをとりにいって、花に、朝の食事をさせてやりました。







　花は、咲さ　いたかと思うとすぐ、じぶんの美しさをはなにかけて、王子さまを苦くるしめはじめました。それで、王子さまはたいへんこまりました。たとえばある日のこと、花は、そのもっている四つのトゲの話をしながら、王子さまにむかって、こういいました。「爪つめをひっかけにくるかもしれませんわね、トラたちが！」







　「ぼくの星に、トラなんかいないよ。それに、トラは、草なんかたべないからね」と王子さまは、あいてをさえぎっていいました。

　「あたくし、草じゃありませんのよ」と花は、あまったるい声で答えました。

　「あ、ごめんね……」

　「あたくし、トラなんか、ちっともこわくないんですけど、風の吹ふ　いてくるのが、こわいわ。ついたてを、なんとかしてくださらない？」




　〈風の吹ふ　いてくるのがこわいなんて……植しょく物ぶつだのに、どうしたんだろう。この花ったら、ずいぶん気むずかしいなあ……〉と王子さまは考えました。

　「夕方になったら、覆おおいガラスをかけてくださいね。ここ、とても寒いわ。星のあり場がわるいんですわね。だけど、あたくしのもといた国では……」




　花は、こういいかけて口をつぐみました。もといたといっても、花が、いたのではなくて、種たねが、いたのでした。ですから、ほかの世界のことなんか、知っているはずがありません。思わず、こんな、すぐばれそうなウソをいいかけたのが恥は　ずかしくなって、花は、王子さまをごまかそうと、二、三度せきをしました。

　「ついたては、どうなすったの？……」

　「とりにいきかけたら、きみが、なんとかいったものだから」

　すると花は、むりにせきをして、王子さまを、すまない気もちにさせました。

　そんなしうちをされて、ほんきで花を愛あいしてはいたのですが、すぐに花の心をうたがうようになりました。花がなんでもなくいったことを、まじめにうけて、王子さまは、なさけなくなりました。

　ある日、王子さまは、ぼくに心を、うちあけていいました。

　「あの花のいうことなんか、きいてはいけなかったんだよ。人間は、花のいうことなんていいかげんにきいてればいいんだから。花はながめるものだよ。においをかぐものだよ。ぼくの花は、ぼくの星をいいにおいにしてたけど、ぼくは、すこしもたのしくなかった。あの爪つめの話だって、ぼく、きいていて、じっとしていられなかったんだろ。だから、かわいそうに思うのが、あたりまえだったんだけどね……」

　それからまた、こうも、うちあけていいました。

　「ぼくは、あの時、なんにもわからなかったんだよ。あの花のいうことなんか、とりあげずに、することで品しな定さだめしなけりゃあ、いけなかったんだ。ぼくは、あの花のおかげで、いいにおいにつつまれていた。明るい光の中にいた。だから、ぼくは、どんなことになっても、花から逃に　げたりしちゃいけなかったんだ。ずるそうなふるまいはしているけど、根ね　は、やさしいんだということをくみとらなけりゃいけなかったんだ。花のすることったら、ほんとにとんちんかんなんだから。だけど、ぼくは、あんまり小さかったから、あの花を愛あいするってことが、わからなかったんだ」


９

　渡わたり鳥どりたちが、ほかの星に移うつり住むのを見た王子さまは、いいおりだと思って、ふるさとの星をあとにしたのだとぼくは思います。出発の日の朝、王子さまは、じぶんの星を、きちんと整理しました。念ねん入い　りに活かっ火か　山ざんのすすはらいをしました。そういえば王子さまは、活火山を、二つ持っていました。ですから、朝の食事をあたためるには、たいそうべんりでした。休きゅう火か　山ざんも一つ持っていました。しかし、王子さまもいっていましたとおり、それが、まったく爆ばく発はつしないとはかぎらないのです。だから、王子さまは、休火山のすすはらいもしました。火か　山ざんというものは、よくすすはらいしておきさえすれば、爆ばく発はつなんかしないで、しずかに規き　則そくただしく煙けむりをはくものなのです。火山の爆発は、煙えん突とつの火とかわりありません。この地球の上では、ぼくたち人間が、あんまり小さくて、火山のすすはらいするわけにいかないことは、いうまでもありません。だから、ぼくたちは、火か　山ざんの爆ばく発はつのために、さんざ、なやまされるのです。







　王子さまは、つい、このごろ生は　えたバオバブの芽め　を、どこか顔をくもらせて、ぬきとりました。もう、二度と帰ってこないつもりだったのです。ところで、いつもするそんな仕事も、その朝は、ほんとに身にしみました。そして、わかれのしるしに、花に水をかけて、覆おおいガラスを、かけてやろうとしていると、王子さまは、いまにも涙なみだがこぼれそうになりました。

　「さよなら」と、王子さまは花にいいました。

　しかし、花はなんともいいません。

　「さよなら」と、王子さまはくりかえしました。

　花は、せきをしました。でも、かぜをひいているからではありませんでした。

　「あたくし、ばかでした」と、花は、やっと、王子さまにいいました。「ごめんなさい。おしあわせでね……」

　王子さまは、花がちっともとがめるようなことをいわないので、おどろきました。そして、覆おおいガラスを空に向む　けたまま、すっかりめんくらって、じっと立っていました。花がどうして、こうおとなしくしているのか、わけがわかりませんでした。

　「そりゃ、もう、あたくし、あなたがすきなんです。あなたがそれを、ちっとも知らなかったのは、あたくしがわるかったんです。でも、そんなこと、どうでもいいことですわ。あたくしもそうでしたけど、あなたもやっぱり、おばかさんだったのよ。おしあわせでね……もう、その覆おおいガラスなんか、いりませんわ」

　「でも、風が吹ふ　いてきたら……」

　「あたくしのかぜ、たいしたかぜじゃありませんもの……夜のすずしい風に吹ふ　かれたら、さっぱりしますわ……花なんですもの」

　「でも、けものが……」

　「あたくし、チョウチョウのお友だちになりたかったら、二ひきや三びきのケムシはがまんしなくちゃあね。チョウチョウって、なんだか、たいそう美しそうですわ。チョウチョウでなくて、だれが、あたくしをたずねにきてくれるでしょう。あなたは、遠くにいっておしまいですからね。大きなけもののことだったら、ちっともこわかないわ。あたくしだって、爪つめはもっているんだから」

　花は、そういって四つのトゲを、むじゃきに見せたあと、こうつけ加くわえました。

　「そう、ぐずぐずなさるなんて、じれったいわ。もうよそへいくことにおきめになったんだから、いっておしまいなさい、さっさと！」

　花がそういったのは、泣な　いている顔を、王子さまに見せたくなかったからでした。それほど弱みを見せるのがきらいな花でした。
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　王子さまは、３２５、３２６、３２７、３２８、３２９、それから、３３０までの星が光っているところにきました。

　王子さまは、星の見物をはじめました。なにか仕事をさせてもらって、勉強しようというのでした。

　第一の星には、王さまが住んでいました。その王さまは、あかね色の服に白テンの毛皮を着て、たいそう質しっ素そ　ながらも、堂々どうどうとした玉ぎょく座ざ　の上に、すわっていました。王子さまを見かけると、大きな声でいいました。

　「やあ！　家け　来らいがきたな」







　王子さまは、〈一度もぼくにあったことがないのに、どうして、見おぼえがあるのだろう〉と考えました。王さまたちの目から見ると、世よ　のなかは、たいへんかんたんなのですが、そのことを、王子さまは知りませんでした。王さまたちにとっては、人間は、みんな家け　来らいなのです。

　「近ちこうよりなさい。そのほうが、もっとよく見えるように」

　やっとだれかの王さまになれたので、王さまは、とくいになっていいました。

　王子さまは、どこにすわろうかと、あたりを見まわしました。だけれど、王さまの堂々どうどうとした白テンの毛皮で、星が、すっかりふさがっていて、すわるにもすわれません。で、じっと立っているままでしたが、つかれていたので、あくびしました。すると王さまがいいました。

　「王さまの前で、あくびするとは、エチケットに反しておる。あくび禁きん止し　じゃ」

　「がまんできないんです」と王子さまは、どぎまぎして答えました。「ぼく、長い旅をしてきたでしょう？　それに、眠ねむらなかったものですから……」

　「そうか、では、あくびしなさい。命めい令れいする。わしは、もう、なん年か、ひとのあくびするのを見たことがない。あくびというものは、おもしろいものだな。さ、あくびしなさい、もう一度。命令じゃ」

　「胸むねがドキドキして……もう、できなくなりました……」と王子さまは、まっかになっていいました。

　「これは、これは！　では、こう命めい令れいする。あるときは、あくびをし、ある時は……」

　王さまは、なにか口の中でもぐもぐいって、気をもんでいるようすでした。

　というのも、王さまがなによりもたいせつに思っていることは、じぶんの威い　光こうに、きずがつかないことだからでした。命めい令れいにそむくような人は、とても大おお目め　に見ていられません。どこまでもワンマンの王さまでした。しかし、たいそう人のいい王さまなので、むりな命令をくだすことはありません。

　〈わしが大たい将しょうに、海の鳥になれと命めい令れいしたとする。その大将が、わしの命令に従したがわないとしても、大将がいけないわけはないだろう。わしがいけないのだろう〉といったふうに、ふだん、すらすらという、王さまでした。

　「すわってもいいでしょうか？」と王子さまはオズオズとききました。

　「うん、すわんなさい、命めい令れいする」と、王さまは答えて、白テンの毛皮の服の垂た　れを、もったいぶって引きよせました。

　しかし、王子さまは、ふしぎでなりませんでした。こんな小さい星だのに、王さまは、いったい、なにを支し　配はいしているのでしょう……

　「陛へい下か　……。おたずねしたいことがありますが……」

　「たずねなさい、命めい令れいする」と、王さまは、いそいでいいました。

　「陛へい下か　……陛下はいったい、なにを支し　配はいしていらっしゃるんですか」

　「どこも、ここもじゃ」と、王さまは、ただもうあっさりといいました。

　「どこも、ここも？」

　王さまは、おつにすまして、じぶんの星とほかの星を、ずうーっと指さしました。

　「あれをみんな？」と、王子さまはいいました。

　「うん、あれをみんな……」と、王さまは答えました。

　それは、王さまが、国のワンマンであるばかりでなく、宇う　宙ちゅうのワンマンだからでした。

　「じゃ、星はみんな、陛へい下か　にしたがっているわけですね？」

　「そうだとも、そうだとも。すぐにもしたがう。わしは不ふ　規き　律りつを許ゆるさんのじゃ」

　たいした権けん力りょくだな、と王子さまはびっくりしました。そして、もし、じぶんにこんな権力があったら、腰こしかけているいすを、動かすめんどうなんかしないで、おなじ一日のうちに、入り日を四十四度どころか、七十二度でも、百度でも、二百度でもながめることができるのに、と思いました。それで、遠くにのこしてきた小さな星のことが思い出されて、すこし、気がしずんでいた王子さまは、思いきって、王さまの御ご　恩おんにあまえてみようと思いました。

　「ぼく、入り日をながめたいんですけど……。なんでしたら、お日さまに沈しずめ、と御ご　命めい令れいなさってくださいませんか」

　「わしが大たい将しょうに向む　かって、チョウチョウみたいに、花から花へ飛と　べとか、悲ひ　劇げきを書けとか、海の鳥になれとか、命めい令れいするとする。そして、その大将が、命令を実行しないとしたら、大将とわしと、どっちがまちがってるだろうかね」

　「そりゃ、陛へい下か　でしょう」と、王子さまが、きっぱりといいました。

　「そのとおり。人には、めいめい、その人のできることをしてもらわなけりゃならん。道理の土台あっての権けん力りょくじゃ。もし、おまえが人じん民みんたちに、海にいって飛と　びこめと命めい令れいしたら、人じん民みんたちは、革かく命めいをおこすだろう。わしは、むりな命令はしないのだから、みんなをわしに服ふく従じゅうさせる権けん利り　があるのじゃ」

　「じゃ、夕日を見せてくださることは？」と、王子さまは、なにか一度ききだすと、いつまでもきいている例れいのくせを出していいました。

　「うん、夕日は見せてあげる。わしが命めい令れいしてやる。だが、つごうがよくなるまで、待つとしよう。それが、わしの政せい治じ　のこつじゃ」

　「いつ、つごうがよくなるんですか？」と、王子さまはききました。

　「ふん、ふん！」と、王さまはいって、大きな暦こよみをくってみました。「ふん、ふん！　うーん、そりゃ、きょうの夕方の七時四十分ごろになるかな。まあ、見ていなさい。万ばん事じ　わしの命めい令れいどおりになるから」

　王子さまは、あくびしました。いくら夕日をながめたくても、なかなかながめられないからです。それに、どうやらたいくつになりだしたのです。

　「もう、ここでは、なんにもすることがありません。ぼく、また、旅をつづけます」

　「いくな、いくな」と、家け　来らいがひとりできたので、たいへん得とく意い　になっていた王さまは、いいました。「大だい臣じんにしてあげるから」

　「なんの大だい臣じんに？」

　「そうだな、そうだな……法ほう務む　大だい臣じんに！」

　「だって、裁さい判ばんしなけりゃならないような人は、だあれもいないじゃありませんか」

　「そりゃ、わからん。わしは、まだ、わしの国をまわってみたことがないんでね。もう、すっかり年をとったのだが、馬ば　車しゃをおく場所がないんで、歩くのが疲つかれるよ」

　「そりゃ、こまりますね！　でも、ぼく、さっきから見てるんだけど」と、王子さまは、身をかがめて、星の向こうがわを、もう一度、ちらっと見やりながらいいました。「あの向こうにも、だれもいませんよ……」

　「では、おまえ自じ　身しんの裁さい判ばんをしなさい。それが一ばんむずかしい裁判じゃ。他人を裁判するより、じぶんを裁判するほうが、はるかに困こん難なんじゃ。もし、おまえが、りっぱにじぶんを裁判できたら、それは、おまえが、ほんとに賢かしこい人間だからじゃ」

　「じぶんを裁さい判ばんするんだったら、どこででもできます。ぼくは、ここにいなくたっていいんです」

　「えーとね、わしの星には、年とったネズミが、どこかにいるようじゃ。夜になると、コトコトやっている音がきこえる。なんなら、あの年とったネズミを裁さい判ばんしたらどうじゃ。ときどき、死し　刑けいに処しょしたらよかろう。そうすれば、あのネズミは生きるも死ぬも、そのほうの裁判しだい、ということになる。だが、裁判をするたびに、倹けん約やくのために特とく赦しゃしてやりなさい。一匹ぴきしかいないネズミなんだからね」

　「ぼく、死し　刑けいになんかするのいやです。ぼくは、もう出かけます」

　「いや、いかん」と、王さまがいいました。

　しかし、王子さまは、すっかり旅のしたくをしていたので、年をとった王さまに、もう苦く　労ろうをかけたくなかったのです。

　「もし、陛へい下か　が、どんなときにも、陛下らしくなさるおつもりでしたら、ぼくに、むりのない命めい令れいを、おくだしになるはずなんだがなあ。どうでしょうか、ぼくがすぐ出発するように命令なすっては。つごうよくなっているように思うんですけど……」

　王さまがなんとも返事しないので、王子さまは、はじめはためらいましたが、やがて、ホッとため息をついて、出発しました。それを見た王さまは、いそいで、大声でいいました。

　「そのほうを、わしの大たい使し　にするぞ」

　王さまは、どんなこともじぶんの手のうちにありそうに、いばった顔をしていました。

　おとなって、ほんとにへんなものだなあ、と、王子さまは、旅をつづけながら、つぶやきました。
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　二ばんめの星には、うぬぼれ男が住んでいました。

　「やあ！　やあ！　おれに感心してる人間がやってきたな」と、うぬぼれ男は、王子さまを見かけるなり、遠くからさけびました。







　うぬぼれ男の目から見ると、ほかのひとはみな、じぶんに感心しているのです。

　「こんにちは。へんなぼうしかぶってるね」

　「こりゃ、あいさつするためのぼうしだ。おれをやんやとはやしてくれる人がある時に、あいさつするためのぼうしなんだ。でも、あいにく、だれも、こっちのほうへやってこないんでね」

　「あ、そう？」と、王子さまはいいましたが、あいてがなにをいっているのか、わからなかったのです。

　「手をたたきなさい、パチパチと」と、うぬぼれ男はいいました。

　王子さまは、手をパチパチとたたきました。すると、うぬぼれ男は、ぼうしをもちあげながら、ていねいにおじぎしました。

　「こりゃ、王さまをたずねるよりおもしろいな」と、王子さまは思って、また、手をパチパチとたたきました。うぬぼれ男は、またぼうしをもちあげながら、おじぎしました。

　五分間も、手をたたくけいこをしているうちに、王子さまは、することがいつまでもおなじことなので、くたびれました。

　「そのぼうし、どうしたら、下におりるの？」

　だけれど、うぬぼれ男の耳にははいりません。ほめることばでなくては、うぬぼれ男の耳には、けっしてはいらないのです。

　「おまえさんは、ほんとにおれに感心してるかね？」と、うぬぼれ男が王子さまにたずねました。

　「感心するって、それ、いったい、どういうこと？」

　「感心するっていうのはね、おれがこの星のうちで、一ばん美しくって、一ばんりっぱな服を着ていて、一ばんお金持ちで、それに、一ばん賢かしこい人だと思うことだよ」

　「でも、この星の上にいる人ったら、あんたひとりっきりじゃないの！」

　「たのむからね、まあ、とにかく、おれに感心しておくれ」

　「ぼく、感心するよ」と、王子さまは、心もち肩かたをそびやかしながらいいました。「でも、人に感心されることが、なんで、そうおもしろいの？」

　王子さまは、そういって、そこを立ち去さ　りました。

　おとなって、ほんとにへんだな、と王子さまは、旅をつづけながら、むじゃきに思いました。
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　つぎの星ほしには、吞の　み助すけが住す　んでいました。

　王子さまは、その吞の　み助すけを、ほんのちょっとたずねたきりでしたが、ひどく気がしずんでしまいました。

　吞の　み助すけは、空からのビンと、酒のいっぱいはいったビンを、ずらりと前にならべて、だまりこくっています。王子さまは、それを見て、いいました。







　「きみ、そこで、なにしてるの？」

　「酒のんでるよ」と、吞の　み助すけは、いまにも泣な　きだしそうな顔をして答えました。

　「なぜ、酒なんかのむの？」と、王子さまはたずねました。

　「忘わすれたいからさ」と、吞の　み助すけは答えました。

　「忘わすれるって、なにをさ？」と、王子さまは、気のどくになりだして、ききました。

　「はずかしいのを忘わすれるんだよ」と、吞の　み助すけは伏ふ　し目め　になってうちあけました。

　「はずかしいって、なにが？」と、王子さまは、あいての気もちをひきたてるつもりになって、ききました。

　「酒のむのが、はずかしいんだよ」というなり、吞の　み助すけは、だまりこくってしまいました。

　そこで、王子さまは、当とう惑わくして、そこを立ち去さ　りました。

　おとなって、とっても、とってもおかしいんだなあ、と、王子さまは、旅をつづけながら考えていました。
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　四ばんめの星は、実じつ業ぎょう屋や　の星でした。その男は、たいへんいそがしがっていたので、王子さまがやってきても、頭をあげようともしません。

　「こんにちは。タバコの火が消えてますよ」と、王子さまは、その男にいいました。

　「三たす二は五。五たす七は十二。十二たす三は十五。やあ、こんちは。十五たす七は二十二。二十二たす六は二十八。いやはや、どうも、タバコに火をつけるひまもありゃせん。二十六たす五は三十一。ウフッ！　うまいぞ。これで五億おく一百六十二万二千七百三十一になったぞ」




　「五億おくって、なにがさ？」

　「え？　まだそこにいたのか。五億おく一百万って、そりゃあ……いや、知っちゃいないよ……なにしろ、こんなに山ほどの仕事だからな。おれは、だいじな仕事してるんだ。くだらんことに、かかりあっちゃおられん。二たす五は七と……」

　「五億おく一百万って、なにがさ？」と、一度なにかききだすと、どんなことがあっても、あとにはひかない王子さまは、くりかえしました。

　実じつ業ぎょう屋や　は頭をあげました。

　「おれは、もう五十四年もこの星に住んでるんだがね、じゃまされたことって、三度しかないよ。最さい初しょは二十二年まえに、コガネムシのやつが、どこからか飛と　んできて、落っこったときだった。あんまりブンブンやりやがるもんだから、寄よ　せ算ざんを、四度もまちがえたよ。二度めは十一年まえ、リュウマチがひどくなって、いても立ってもいられないときだった。運動がたりないんだが、そこらをぶらつくひまもないんだ。おれは、これで、だいじな仕事してるんだからね。三度めは……いまだよ！　おれはたしか、五億おく一百万っていってたな……」

　「なにが五億おくなの？」

　実じつ業ぎょう屋や　は、もう、とてもほっといてもらえないことがわかりました。

　「ときどき、空に見える、あのちっちゃなものさ」

　「ハエのこと？」

　「いいや、そうじゃない。キラキラしてる、ちっちゃなものさ」

　「ハチのこと？」

　「いいや、そうじゃない。金色をしてて、ノラクラものどもに、かってな夢ゆめを見させる、ちっちゃなもののことさ。だけど、おれは、だいじな仕事してるんだからねえ。かってな夢なんか、見るひまはないよ」

　「ああ、そうか、星のことだね？」

　「うん、そうだ。星のことだ」

　「でも、五億おくもある星、いったい、どうするの？」

　「五億おく一百六十二万二千七百三十一だよ。おれはだいじな仕事してるんだからね、この数にまちがいはないよ」

　「でも、そのたくさんの星、どうするの？」

　「どうするかって？」

　「ああ」

　「どうもしやせん。持ってるだけさ」

　「星を持ってるんだって？」

　「そうだよ」

　「でも、ぼく、こないだ王さまにあったけど、あの人が……」

　「王さまは、なんにも持ってやせん。〈支し　配はいする〉のが王さまだ。たいへんなちがいだよ」

　「でも、星を持ってて、いったい、なんの役にたつの？」

　「金持ちになるのに役だつよ」

　「金持ちになると、なんの役にたつの？」

　「だれかが、ほかにも星を見つけだしたら、そいつが買えるじゃないか」

　このひと、さっきの吞の　んだくれと同じような理くついってるな、と王子さまは思いました。それでも王子さまは、かまわず、いろいろなことをききました。

　「どうすれば、星をじぶんのものにすることができるの？」

　「星は、いったい、だれのものかね」と、実じつ業ぎょう屋や　は、カンにさわったらしく、いいかえしました。

　「ぼく、知らないけど、だれのものでもないでしょ」

　「じゃあ、おれのものだよ。だって、おれが一ばんに、星を持つこと考えたんだからな」

　「考えるだけでいいの？」

　「そうともさ。おまえが、だれのものでもないダイアモンドを見つけたら、そりゃ、おまえのものだよ。だれのものでもない島を見つけたら、それもおまえのものだよ。また、だれよりもさきに、一つの考えをもったら、おまえは、それに特とっ許きょをとる。つまり、おまえのものだよ。だから、星は、おれのものさ。だって、おれよりまえには、だあれも星をじぶんのものにしようなんて、考えたことがないんだからなあ」

　「そりゃあそうだ。でも、その星、どうしようっていうの？」と王子さまがいいました。

　「管かん理り　するのさ。いくつあるのか、かんじょうするんだ。なん度もかんじょうしなおすんだ。むずかしい仕事だが、しかし、おれは、ちゃんとした男だからな」

　王子さまは、そういわれてもまだ、どうもふに落ちません。

　「ぼく、えりまき持っていたら、それ、首にまいて、持ってけるよ。花がぼくのものだったら、その花をつんで、どこへでも持ってけるんだ。だけど、星をつむわけにはいかないじゃないか」

　「そりゃそうだ。だけど銀行にはあずけられるよ」

　「それ、いったい、どんなこと？」

　「持ってる星の数をだな、ちょいとした紙の上に書くっていうことだよ。それから、その紙を引き出しの中に入れて、鍵かぎかけておくのさ」

　「で、それだけ？」

　「うん、それでいいんだ」

　おもしろいな、と王子さまは考えました。詩し　的てきといえば詩的だ、でも、だいじなことじゃないや。

　王子さまは、なにがたいせつかということになると、おとなとは、たいへんちがった考えを持っていました。ですから、あらためてこういいました。

　「ぼくはね、花を持ってて、毎日水をかけてやる。火か　山ざんも三つ持ってるんだから、七日に一度すすはらいをする。火を吹ふ　いてない火山のすすはらいもする。いつ爆ばく発はつするか、わからないからね。ぼくが、火山や花を持ってると、それがすこしは、火山や花のためになるんだ。だけど、きみは、星のためには、なってやしない……」

　実じつ業ぎょう屋や　は、口を開あ　けましたが、なんにもいうことが見つかりません。そこで王子さまは、そこを立ち去さ　りました。

　おとなって、まったくかわってるな、と王子さまは、旅をつづけながら、むじゃきに考えていました。
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　五ばんめの星は、とてもめずらしい星でした。星のうちで、一ばん小さな星でした。

　そこには、ちょうど、街がい燈とうと点てん燈とう夫ふ　とがいられるくらいの場所しかありませんでした。

　空のどこかの、家うちもない、住んでいる人もない星の上で、街がい燈とうと点てん燈とう夫ふ　とが、いったい、どんな役目をするのか、それは、王子さまがいくら考えても、わからないことでした。

　それでも王子さまは、こう思いました。

　「この男もばかばかしい人なんだろうな。それでも、王さまや、うぬぼれ男や、実じつ業ぎょう屋や　や吞の　み助すけよりは、ばかばかしくないだろう。ともかく、この男の仕事には、なんか意味がある。街がい燈とうに火をつけるのは、星を一つ、よけいにキラキラさせるようなものだ。でなかったら、花を一つ、ぽっかりと咲さ　かせるようなものだ。点てん燈とう夫ふ　が街燈を消すと、花もつぼんでしまうし、星も光らなくなる。とてもきれいな仕事だ。きれいだから、ほんとうに役にたつ仕事だ」

　王子さまは、星に足をふみ入れたとき、ていねいに点てん燈とう夫ふ　におじぎしました。

　「こんにちは。なぜ、いま、街がい燈とうの火を消け　したの？」

　「命めい令れいだよ。や、おはよう」と、点てん燈とう夫ふ　が答えました。

　「どんな命めい令れい？」

　「街がい燈とうの火を消すことだよ。や、こんばんは」

といって、点てん燈とう夫ふ　は、また火をつけました。

　「だけど、なぜ、また火をつけたの？」

　「命めい令れいだよ」と、点てん燈とう夫ふ　が答えました。

　「わからないな」と、王子さまがいいました。

　「わかるも、わからないも、ありゃせん。命めい令れいは命令だよ。や、おはよう」

といって、点てん燈とう夫ふ　は、街がい燈とうの火を消しました。

　それから、赤いごばん縞じまのハンケチで、ひたいを拭ふ　きました。

　「なんしろ、とんでもない仕事だよ。むかしは、理くつにあってたんだがね。朝になると火を消す。夕方になると、火をつける。ひるまは休めたし、夜は眠ねむったもんだ……」







　「で、そのあと、命めい令れいがかわったってわけだね？」

　「命めい令れいはかわりゃしないよ。ところで、そこがたいへんなことなんで、ものもいえないってわけさ。星は一年ましに早く廻まわるっていうのに、命令はかわらないときてるんだからなあ」

　「すると？」と、王子さまがいいました。

　「すると、こうだよ。いまじゃ、この星のやつが、一分間にひとめぐりすることになってるんで、おれときたら、一秒も休めなくなったんだよ。一分間に一度、火をつけたり、消したりするんだからな」

　「へんだなあ！　一分間が一日だなんて」

　「ちっともへんなことなんかないよ。おれたちは、もう一ひと月つきも話してるんだぜ」

　「一ひと月つき？」

　「そうだよ。三十分。だから、三十日さ。や、こんばんは」

　点てん燈とう夫ふ　はまた街がい燈とうに火をつけました。

　王子さまは、あいての顔をじっと見ました。そして、こんなにも命めい令れいをよくまもる点てん燈とう夫ふ　がすきになりました。すると、以い　前ぜん、腰こしかけているいすを後ろに引きながら、しきりに夕日をながめようとしたことが思い出されて、すきな点燈夫の手て　助だすけしたくなりました。

　「あのね……ぼく、あんたが休みたいとき、休む方ほう法ほうを一つ知ってるけど……」

　「おれは、いつだって休みたいんだ」と点てん燈とう夫ふ　がいいました。

　人というものは、仕事にまめな一方では、なまけもののこともあるからです。

　王子さまは、つづけていいました。

　「きみの星は、ほんとに小さいんだから、三あし歩けば、ぐるりとまわってしまえるね。相そう当とうゆっくり歩いてさえいたら、しょっちゅう、お日さまをながめていられるわけだよ。休みたくなったら、歩くんだな……。そしたら、きみがほしいと思うだけ、ひるまがつづくよ」

　「そうしたからって、おれはたいして助からないな。おれがこの世よ　ですきなのは、眠ねむることだよ」

　「そりゃ、こまったね」と、王子さまはいいました。

　「うん、こまったよ。や、おはよう」

　そして、点てん燈とう夫ふ　は、街がい燈とうの火を消しました。

　王子さまは、もっと遠くへ旅をつづけながら、こう考えました。──あの男は、王さまからも、うぬぼれ男からも、吞の　み助すけからも、実じつ業ぎょう屋や　からも、けいべつされそうだ。でも、ぼくにこっけいに見えないひとといったら、あのひときりだ。それも、あのひとが、じぶんのことでなく、ほかのことを考えているからだろう。

　王子さまは、何か気にかかるように、ほっとため息をついて、それからこう考えました。

　「ぼくは、あのひとだけ、友だちにすればよかったなあ。だけど、あのひとの星は、あんまり小さすぎる。ふたり分の場所もない星なんだもの」

　王子さまが、胸むねのうちにあることをそのままいう気になれなかったのは、二十四時間ごとに、千四百四十度も、夕日で美しく照て　らされたその星を、とりわけなつかしく思っているからでした。
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　六ばんめの星は、十倍ばいも大きな星でした。そして、その星にすんでる年よりの先生は、なん冊さつも、大きな書物をかいていました。







　「ほう！　探たん検けん家か　だな」と、年よりの先生は、王子さまを見るなり、さけびました。

　王子さまは、テーブルの上に腰こしをおろして、ほっと息をしました。もう、だいぶ旅をしてきたからです。

　「あんた、どこからきたのかい？」と、年よりの先生は、王子さまにいいました。

　「その大きな本なに？　ここで、なにしてるの？」と、王子さまがいいました。

　「わしは地ち　理り　学がく者しゃだ」と、年よりの先生がいいました。

　「地理学者って？」

　「海や川や、町や山や、砂さ　漠ばくがどこにあるのか、そんなことを知ってる学者のことだよ」

　「そりゃおもしろいなあ、ほんとうに。そんなのが、ほんとうの仕事ですよ」

　そういって、王子さまは、じぶんのまわりの星の上に、チラと目をやりました。が、まだ一度も、こんなにも堂々どうどうとした星を、見たことがありませんでした。

　「あなたの星、とてもきれいですね。海がありますか、ここには？」

　「知らんよ、そんなこと」と、地理学者はいいました。

　「へええ！　(王子さまは、がっかりしました)じゃ、山は？」

　「知らんよ、そいつも」と、地理学者がいいました。

　「じゃ、町だの、川だの、砂さ　漠ばくだのってものは？」

　「それも知らんよ」

　「だって、おじさんは、地ち　理り　学がく者しゃでしょう？」

　「そりゃそうだ。だが、わしは探たん検けん家か　じゃない。探検家なんか、わしにはまったく御ご　縁えんがないよ。地理学者は、町や川や、山や海や、大きな海や、砂さ　漠ばくのかんじょうなんか、しようとはせん。とてもたいせつな仕事してるんだから、そこらをぶらついてなんかおられんのだ。仕事べやに、ずっとひっこんでるきりだよ。だが、探検家がきたら、いろいろな報ほう告こくをうけて、あいての話をノートにとる。そして、あいての話をおもしろいと思ったら、地理学者というものは、その探検家が、しっかりした人間かどうか、しらべさせるのだ」

　「どうして？」

　「もし、探たん検けん家か　が、うそをついたら、地理の本が、トンチンカンにならんともかぎらんからね。探検家が、やたら酒をのんでも、やっぱり同じことだよ」

　「どうして？」と、王子さまがいいました。

　「どうしてって、吞の　んだくれのやつには、ものが二つに見えるからさ。すると、地ち　理り　学がく者しゃは、山が一つしかないところに、二つあると書くだろうじゃないか」

　「ぼく、わるい探たん検けん家か　になりそうな人、知ってますよ」

　「うん、そんなこともあるものだ。だから、地理学者というものは、この探たん検けん家か　は、素す　性じょうがよさそうだと思うと、その人の発見したことの調ちょう査さ　をやるのだ」

　「見にいくの？」

　「いや、見にはゆかんよ。そんなこと、めんどくさいさ。しかし、探たん検けん家か　から、いろんな証しょう拠こ　を持ちだしてもらうんだよ。たとえば、大きな山を発見したというんだったら、いくつも、大きな石を持ってきてもらうわけだ」

　そういったかと思うと、地理学者は、にわかに、はりきった顔になりました。

　「だが、あんたは、遠いところからやってきたんだ。りっぱな探たん検けん家か　だ。あんたの星のこと話してもらいたいね」

　地理学者は、帳ちょう面めんをひらいて、鉛えん筆ぴつをけずりました。探たん検けん家か　の話は、いちおう鉛筆で書きとって、探検家が証しょう拠こ　を持ちだしたら、そこで、はじめてインキ書きにするのです。

　「どんなだね？」地ち　理り　学がく者しゃは待ちどおしそうにいいました。

　「ぼくのうちですか？　たいしておもしろいところじゃありません。ちっちゃい、ちっちゃい星なんです。火か　山ざんが三つあります。活かっ火か　山ざんが二つと、休きゅう火か　山ざんが一つ。でも、いつ爆ばく発はつするかわかりませんよ」

　「うん、そりゃわからん」と、地理学者がいいました。

　「花も一つあるんです」

　「わしたちは、花のことなんか書かんよ」

　「なぜ？　とっても美しいんですよ」

　「花っていうものは、はかないものなんだからね」

　「はかないって？」

　「地ち　理り　学がくっていうものは、あらゆる本の中でも、一ばんだいじなこと書いてある。流りゅう行こうおくれになることなんか、けっしてない。山が場所をかえることもめったにないことだし、大おお海うみの水が、からになることも、めったにないことだ。わしたちは、いつまでもかわらないこと書くんだよ」

　王子さまは、横から口をだしました。

　「でも、休きゅう火か　山ざんだって、目をさますことがありますよ。はかないってなんのこと？」

　「火か　山ざんが、ねむっていようと、目をさましていようと、わしたちにとっちゃ、同じことだよ。わしたちが問題にするのは山だ。山はかわることがないからね」

　「だけど、はかないってなんのこと？」

　一度なにかききだすと、しまいまできかずにはいられない王子さまが、くりかえしました。

　「そりゃ、〈そのうち消えてなくなる〉っていう意味だよ」

　「ぼくの花、そのうち消えてなくなるの？」

　「うん、そうだとも」

　ぼくの花は、はかない花なのか、身のまもりといったら、四つのトゲしか持っていない。それなのに、あの花をぼくの星に、ひとりぽっちにしてきたんだ！　と王子さまは考えました。

　王子さまは、はじめて、あの花がなつかしくなりました。それでも、元気をとりもどしてききました。

　「ぼく、こんどは、どこの星を見物したら、いいでしょうかね」

　「地球の見物しなさい。なかなか評ひょう判ばんのいい星だ……」と、地ち　理り　学がく者しゃが答えました。

　王子さまは、遠くに残のこしてきた花のことを考えながら、そこを出かけました。
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　だから、七ばんめの星は、地球でした。

　地球は、そうやたらにある星とはちがいます。そこには、百十一人の王さま(もちろん、黒人の王さまもいれて)、七千人の地ち　理り　学がく者しゃと、九十万人の実じつ業ぎょう屋や　と、七百五十万人の吞の　んだくれと、三億おく一千一百万人のうぬぼれ、つまり、かれこれ二十億おく人のおとながすんでいるわけです。

　電気が発明される前には、六つの大たい陸りくぜんたいに、四十六万二千五百十一人という、まったくの軍ぐん隊たいほどの点てん燈とう夫ふ　をやとっておかなければならなかったといったら、地球のひろさに、見当がおつきになるでしょう。

　すこし遠くから見ると、まったくすばらしいながめでした。そういう軍ぐん隊たいの動きは、オペラのバレーをおどる人たちのように、規き　則そくだっていました。まず最さい初しょ、ニュージーランドとオーストラリアの点てん燈とう夫ふ　たちが、あらわれます。そして、その人たちは、街がい燈とうに火をつけると、ねに行ってしまいます。すると、こんどは、中国とシベリアの点燈夫たちが、おどりはじめます。それから、その人たちが、また、舞ぶ　台たいうらに、ゆらゆらと、消えてなくなります。すると、こんどは、ロシアとインドの点燈夫たちが、あらわれます。それから、アフリカとヨーロッパの点燈夫たち、それから南アメリカの点燈夫たち、それから、北アメリカの点燈夫たち、といったぐあいに、ただの一度も、舞ぶ　台たいに出る順じゅん序じょをあやまることがありません。まったくすばらしい見ものでした。

　ただ、北ほっ極きょくに一つしかない街がい燈とうに火をつける男と、南なん極きょくに一つしかない街燈に火をつける男だけが、なにもせずに、のらくらしていました。ふたりは、一年に二度、働はたらくだけだったのです。
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　人は、気のきいたこといおうとすると、なんとなく、うそつくことがあるものです。ぼくは、点てん燈とう夫ふ　の話をするとき、どこまでも正しょう直じきだったとはいえません。だから、あいてが、地球のこと知らない人だと、地球についてまちがった考えを、持たすかもしれません。人間が地球の上に占し　めている場所は、ほんのわずかです。地球にすんでいる二十億おくの人が、大きな集会でもするように、もし、心もち列れつをつめて立ったら、長さ二十マイル、幅はば二十マイルの広場に、らくにはいります。太たい平へい洋ようの、どんな小さな島にでも、人間全体が、つみかさなっていられるはずです。

　といったら、おとなたちは、もちろん、うそだと思うでしょう。というのも、人間は、たくさんの場所を占めていると思っているからです。バオバブとおなじように、じぶんを御ご　大たい層そうなものと思っているからです。だから、みなさんは、おとなたちに、計算なさい、とおすすめなさい。おとなたちは、とても数字がすきなんだから、そういったら、よろこぶでしょう。でも、みなさんは、そんなよけいなことで、ひまつぶししてはいけませんよ。どっちみち、なんにもならないことなんですからね。ね、そうでしょう？

　さて、王子さまは、地球に足をふみいれると、だれもいないので、びっくりしました。星をまちがえたのではないかと心しん配ぱいしていますと、月の色をした環わ　が、砂すなの中に動いています。

　「こんばんは」と、王子さまは、べつにあてもなしにいいました。

　「こんばんは」と、ヘビがいいました。

　「ぼく、なんという星に落ちてきたのかしら」と王子さまはたずねました。

　「地球だよ、アフリカだよ」と、ヘビは答えました。

　「ああ、そうか！……じゃ、地球には、だれもいないんだね」

　「ここは砂さ　漠ばくだよ。砂漠にゃあ、だあれもいないさ。地球は大きいんだ」と、ヘビがいいました。

　王子さまは、とある石に腰こしをおろして、空を見あげながらいいました。

　「星が光ってるのは、みんながいつか、じぶんの星に帰っていけるためなのかなあ。ぼくの星をごらん。ちょうど、真ま　上うえに光ってるよ……。だけど、なんて遠いんだろう！」

　「美しい星だなあ。なにしにここへきたの？」

　「ぼく、ある花といざこざがあってね」と、王子さまがいいました。

　「ふーん」と、ヘビがいいました。

　ふたりはだまりました。

　「人間たちは、どこにいるの」と、王子さまは、やっとまたいいだしました。「砂さ　漠ばくって、すこしさびしいね……」

　「人間たちのところにいたって、やっぱりさびしいさ」と、ヘビがいいました。

　王子さまは、長いこと、ヘビをながめていましたが、やっとこういいました。

　「きみは、へんな動物だなあ。指みたいにほそくって……」







　「でも、おれ、王さまの指より強いぜ」と、ヘビがいいました。

　王子さまは、にっこりしました。

　「きみは、そう強かないよ……足も持ってやしないじゃないか……旅行だって、できやしないよ」

　「あんたを遠くに運んでいくことにかけちゃ、船なんか、おれにかなやしないよ」

　へビは、そういって、まるで金の腕うで輪わ　のように、王子さまの足首にまきつきました。そして、またいいました。

　「おれがさわったやつぁ、そいつが出てきた地面にもどしてやるんだ。だけど、あんたは、むじゃきな人で、おまけに、星からやってきたんだから……」

　王子さまは、なんとも答えません。

　「あんたみたいに弱い人が、こんな、岩いわでカチカチの地球にやってくるなんて、かわいそうだな。もし、あんたが、いつか、あんたの星が、なつかしくてたまらなくなって帰りたくなったら、おれが、あんたをなんとか助けてやるよ。それから……」

　「ああ、わかったよ、わかったよ。だけど、なぜきみは、なぞのようなことばかりいうのかい」と、王子さまがいいました。

　「なぞは、みんなおれがとくさ」と、ヘビはいいました。

　そしてふたりはだまりました。
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　王子さまは砂さ　漠ばくをよこぎりましたが、たった一いち輪りんの花に出くわしたきりでした。花びらが三つの花でした。まったく、なんでもない花でした……




　「こんにちは」と、王子さまがいいました。

　「こんにちは」と、花がいいました。

　「人間たち、どこにいるの？」と、王子さまは、ていねいにたずねました。

　花はある日、隊たい商しょうの通ってゆくのを見たことがありました。

　「人間？　六、七人は、いるでしょうね。なん年かまえに、見かけたことがありましたよ。だけど、どこであえるか、わかりませんねえ。風に吹ふ　かれて歩きまわるのです。根がないんだから、たいへん不ふ　自じ　由ゆうしていますよ」

　「さよなら」と、王子さまがいいました。

　「さよなら」と、花がいいました。
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　王子さまは、高い山にのぼりました。これまでに知っている山といえば、ひざの高さぐらいの三つの火か　山ざんきりでした。そして、休きゅう火か　山ざんのほうは、腰こしかけに使つかっていました。だから、王子さまは「こんな高い山からなら、この星の全体と、住んでいる人が、みな、一ひと目め　で見えるだろう」と、考えました。でも、まるで刃やいばをつきたてたような、とがった岩いわのほかには、なんにも見えません。

　「こんにちは」と、王子さまは、べつにあてもなくいいました。

　「こんにちは……こんにちは……こんにちは……」と、こだまが答えました。

　「あんた、だれ？」と、王子さまがいいました。

　「あんた、だれ……あんた、だれ……あんた、だれ……」と、こだまが答えました。

　「ぼくの友だちになってね。ぼく、ひとりなんだ」と、王子さまがいいました。

　「ひとりなんだ……ひとりなんだ……ひとりなんだ……」と、こだまが答えました。

　王子さまは、そのとき考えました。

　「なんて、へんな星だろう、からからで、とんがりだらけで、塩しお気っけだらけだ。それに、人間に、味あじがない。ひとのいうことオーム返がえしにするきりだ……。ぼくの星には、花があった。そして、その花は、いつも、こっちからなんにもいわないうちに、ものをいってたんだがなあ……」
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　ところで、王子さまが、砂すな原はらと、岩いわと雪をふみわけて、長いこと歩いていますと、やっと、一本の道を見つけました。道というものは、みな、ひとのいるところへ、通じているものなのです。

　「こんにちは」と、王子さまがいいました。

　そこは、バラの花の咲さ　きそろっている庭でした。




　「こんにちは」と、バラの花たちがいいました。

　王子さまは、バラの花をながめました。花がみな、遠くに残のこしてきた花に似に　ているのです。

　「あんたたち、だれ？」と、王子さまは、びっくりしてききました。

　「あたくしたち、バラの花ですわ」と、バラの花たちがいいました。

　「ああ、そうか……」

　そういった王子さまは、たいへんさびしい気もちになりました。考えると、遠くに残のこしてきた花は、じぶんのような花は、世界のどこにもない、といったものでした。それだのに、どうでしょう。見ると、たった一つの庭に、そっくりそのままの花が、五千ほどもあるのです。王子さまは考えました。

　「もし、あの花が、このありさまを見たら、さぞこまるだろう……やたらせきをして、ひとに笑わらわれまいと、死んだふりをするだろう。そしたら、ぼくは、あの花をかいほうするふりをしなければならなくなるだろう。だって、そうしなかったら、ぼくをひどいめにあわそうと思って、ほんとうに死んでしまうだろう……」

　それから、王子さまは、また、こうも考えました。

　「ぼくは、この世よ　に、たった一つという、めずらしい花を持ってるつもりだった。ところが、じつは、あたりまえのバラの花を、一つ持ってるきりだった。あれと、ひざの高さしかない三つの火か　山ざん──火山も一つは、どうかすると、いつまでも火をふかないかもしれない──ぼくはこれじゃ、えらい王さまなんかになれようがない……」




　王子さまは、草の上につっぷして泣な　きました。
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　すると、そこヘキツネがあらわれました。

　「こんにちは」と、キツネがいいました。

　「こんにちは」と、王子さまは、ていねいに答えてふりむきましたが、なんにも見えません。

　「ここだよ。リンゴの木の下だよ……」と、声がいいました。

　「きみ、だれだい？　とてもきれいなふうしてるじゃないか……」と、王子さまがいいました。

　「おれ、キツネだよ」と、キツネがいいました。




　「ぼくと遊ばないかい？　ぼく、ほんとにかなしいんだから……」と、王子さまはキツネにいいました。

　「おれ、あんたと遊べないよ。飼か　いならされちゃいないんだから」と、キツネがいいました。

　「そうか、失しっ敬けいしたな」と、王子さまがいいました。

　でも、じっと考えたあとで、王子さまは、いいたしました。

　「〈飼か　いならす〉って、それ、なんのことだい？」

　「あんた、ここの人じゃないな。いったい、なにさがしてるのかい？」

　「人間さがしてるんだよ。〈飼か　いならす〉って、それ、なんのことだい？」

　「人間ってやつぁ、鉄てっ砲ぽうもってて、狩かりをするんだから、おれたち、まったく手も足もでないよ。ニワトリも飼か　ってるんだが、それよりほかには、人間ってやつにゃ、趣しゅ味み　がないときてるんだ。あんた、ニワトリさがしてるのかい？」




　「ちがう、友だちさがしてるんだよ。〈飼か　いならす〉って、それ、なんのことだい？」

　「よく忘わすれられてることだがね。〈仲なかよくなる〉っていうことさ」

　「仲なかよくなる？」

　「うん、そうだとも。おれの目から見ると、あんたは、まだ、いまじゃ、ほかの十万もの男の子と、べつに変か　わりない男の子なのさ。だから、おれは、あんたがいなくたっていいんだ。あんたもやっぱり、おれがいなくたっていいんだ。あんたの目から見ると、おれは、十万ものキツネとおんなじなんだ。だけど、あんたが、おれを飼か　いならすと、おれたちは、もう、おたがいに、はなれちゃいられなくなるよ。あんたは、おれにとって、この世よ　でたったひとりのひとになるし、おれは、あんたにとって、かけがえのないものになるんだよ……」と、キツネがいいました。

　「なんだか、話がわかりかけたようだね」と、王子さまがいいました。「花が一つあってね……。その花が、ぼくになついてたようだけど……」

　「かもしれないな。地球の上にゃ、いろんなことがあるんでねえ……」と、キツネがいいました。

　「地球の上の話してるんじゃないんだよ」と、王子さまがいいました。

　すると、キツネは王子さまの話に、たいそうつりこまれたようすでした。

　「ほかの星の上での話かい？」

　「うん」

　「その星の上にゃ、かりうどがいるかい？」

　「いないよ、そんな人」

　「そいつぁ、おもしろいね。じゃ、ニワトリは？」

　「いないよ、そんなもの」

　「いや、どうも思いどおりにゃ、いかないもんだなあ」といって、キツネは、ため息いきをつきました。

　でも、キツネは、また、話をもとにもどしました。

　「おれ、毎日同じことして暮く　らしているよ。おれがニワトリをおっかけると、人間のやつが、おれをおっかける。ニワトリがみんな似に　たりよったりなら、人間のやつが、またみんな似たりよったりなんだから、おれは、少々しょうしょうたいくつしてるよ。だけど、もし、あんたが、おれと仲なかよくしてくれたら、おれは、お日さまにあたったような気もちになって、暮く　らしてゆけるんだ。足音だって、きょうまできいてきたのとは、ちがったのがきけるんだ。ほかの足音がすると、おれは、穴あなの中にすっこんでしまう。でも、あんたの足音がすると、おれは、音おん楽がくでもきいてる気もちになって、穴の外へはいだすだろうね。それから、あれ、見なさい。あの向こうに見える麦ばたけはどうだね。おれは、パンなんか食く　やしない。麦なんて、なんにもなりゃしない。だから麦ばたけなんか見たところで、思い出すことって、なんにもありゃしないよ。それどころか、おれはあれ見ると、気がふさぐんだ。だけど、あんたのその金色の髪かみは美しいなあ。あんたがおれと仲なかよくしてくれたら、おれにゃ、そいつが、すばらしいものに見えるだろう。金色の麦をみると、あんたを思い出すだろうな。それに、麦を吹ふ　く風の音も、おれにゃうれしいだろうな……」

　キツネはだまって、長いこと、王子さまの顔をじっと見ていました。

　「なんなら……おれと仲なかよくしておくれよ」と、キツネがいいました。

　「ぼく、とても仲なかよくなりたいんだよ。だけど、ぼく、あんまりひまがないんだ。友だちも見つけなけりゃならないし、それに、知らなけりゃならないことが、たくさんあるんでねえ」

　「じぶんのものにしてしまったことでなけりゃ、なんにもわかりゃしないよ。人間ってやつぁ、いまじゃ、もう、なにもわかるひまがないんだ。あきんどの店で、できあいの品物を買ってるんだがね。友だちを売りものにしているあきんどなんて、ありゃしないんだから、人間のやつ、いまじゃ、友だちなんか持ってやしないんだ。あんたが友だちがほしいんなら、おれと仲なかよくするんだな」

　「でも、どうしたらいいの？」と、王子さまがいいました。

　キツネが答えました。

　「しんぼうが大事だよ。最さい初しょは、おれからすこしはなれて、こんなふうに、草の中にすわるんだ。おれは、あんたをちょいちょい横目でみる。あんたは、なんにもいわない。それも、ことばっていうやつが、勘かんちがいのもとだからだよ。一日一日とたってゆくうちにゃ、あんたは、だんだんと近いところへきて、すわれるようになるんだ……」

　あくる日、王子さまは、またやってきました。

　すると、キツネがいいました。

　「いつも、おなじ時じ　刻こくにやってくるほうがいいんだ。あんたが午後四時にやってくるとすると、おれ、三時には、もう、うれしくなりだすというものだ。そして、時刻がたつにつれて、おれはうれしくなるだろう。四時には、もう、おちおちしていられなくなって、おれは、幸こう福ふくのありがたさを身にしみて思う。だけど、もし、あんたが、いつでもかまわずやってくるんだと、いつ、あんたを待つ気もちになっていいのか、てんでわかりっこないからなあ……きまりがいるんだよ」







　「きまりって、それ、なにかい？」と、王子さまがいいました。

　「そいつがまた、とかくいいかげんにされているやつだよ」と、キツネがいいました。「そいつがあればこそ、ひとつの日が、ほかの日とちがうんだし、ひとつの時間が、ほかの時間とちがうわけさ。おれをおっかけるかりうどにだって、やっぱりきまりがあるよ。木曜日は、村のむすめたちとおどるんだから、木曜日ってやつが、おれには、すばらしい日なんだ。その日になると、おれは、ブドウばたけまでのして出るよ。だけど、かりうどたちが、いつだってかまわず、おどるんだったら、どんな日もみんなおんなじで、おれは、休きゅう暇か　なんてものがなくなっちまうんだ」

　

　王子さまは、こんな話をしあっているうちに、キツネと仲なかよしになりました。だけれど、王子さまが、わかれていく時じ　刻こくが近づくと、キツネがいいました。

　「ああ！……きっと、おれ、泣な　いちゃうよ」

　「そりゃ、きみのせいだよ。ぼくは、きみにちっともわるいことしようとは思わなかった。だけどきみは、ぼくに仲なかよくしてもらいたがったんだ……」

　「そりゃ、そうだ」と、キツネがいいました。

　「でも、きみは、泣な　いちゃうんだろ！」と、王子さまがいいました。

　「そりゃ、そうだ」と、キツネがいいました。

　「じゃ、なんにもいいことはないじゃないか」

　「いや、ある。麦ばたけの色が、あるからね」

　それからキツネは、また、こうもいいました。

　「もう一度、バラの花を見にいってごらんよ。あんたの花が、世よ　のなかに一つしかないことがわかるんだから。それから、あんたがおれにさよならをいいに、もう一度、ここにもどってきたら、おれはおみやげに、ひとつ、秘ひ　密みつをおくりものにするよ」

　

　王子さまは、もう一度バラの花を見にいきました。そして、こういいました。

　「あんたたち、ぼくのバラの花とは、まるっきりちがうよ。それじゃ、ただ咲さ　いてるだけじゃないか。だあれも、あんたたちとは仲なかよくしなかったし、あんたたちのほうでも、だれとも仲なかよくしなかったんだからね。ぼくがはじめて出くわした時分のキツネとおんなじさ。あのキツネは、はじめ、十万ものキツネとおんなじだった。だけど、いまじゃ、もう、ぼくの友だちになってるんだから、この世よ　に一ぴきしかいないキツネなんだよ」

　そういわれて、バラの花たちは、たいそうきまりわるがりました。

　「あんたたちは美しいけど、ただ咲さ　いてるだけなんだね。あんたたちのためには、死ぬ気になんかなれないよ。そりゃ、ぼくのバラの花も、なんでもなく、そばを通ってゆく人が見たら、あんたたちとおんなじ花だと思うかもしれない。だけど、あの一いち輪りんの花が、ぼくには、あんたたちみんなよりも、たいせつなんだ。だって、ぼくが水をかけた花なんだからね。覆おおいガラスもかけてやったんだからね。ついたてで、風にあたらないようにしてやったんだからね。ケムシを──二つ、三つはチョウになるように殺ころさずにおいたけど──殺してやった花なんだからね。不ふ　平へいもきいてやったし、じまん話もきいてやったし、だまっているならいるで、時には、どうしたのだろうと、きき耳をたててやった花なんだからね。ぼくのものになった花なんだからね」

　

　バラの花たちにこういって、王子さまは、キツネのところにもどってきました。

　「じゃ、さよなら」と、王子さまはいいました。

　「さよなら」と、キツネがいいました。「さっきの秘ひ　密みつをいおうかね。なに、なんでもないことだよ。心で見なくちゃ、ものごとはよく見えないってことさ。かんじんなことは、目に見えないんだよ」

　「かんじんなことは、目には見えない」と、王子さまは、忘わすれないようにくりかえしました。

　「あんたが、あんたのバラの花をとてもたいせつに思ってるのはね、そのバラの花のために、ひまつぶししたからだよ」

　「ぼくが、ぼくのバラの花を、とてもたいせつに思ってるのは……」と、王子さまは、忘わすれないようにいいました。

　「人間っていうものは、このたいせつなことを忘わすれてるんだよ。だけど、あんたは、このことを忘わすれちゃいけない。めんどうみたあいてには、いつまでも責せき任にんがあるんだ。まもらなけりゃならないんだよ、バラの花との約やく束そくをね……」と、キツネはいいました。　

　「ぼくは、あのバラの花との約やく束そくをまもらなけりゃいけない……」と、王子さまは、忘わすれないようにくりかえしました。
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　「こんにちは」と、王子さまがいいました。

　「こんちは」と、転轍手スイッチ・マンがいいました。

　「なにしてるの、ここで？」と、王子さまがいいました。

　「旅りょ客かくを、千人ずつ荷に　物もつにして、えりわけてるんだよ。おれの送りだす汽車が、旅りょ客かくを右に運んでいったり、左に運んでいったりするんだ」と、スイッチ・マンがいいました。

　そこへ、キラキラとあかりのついた特とっ急きゅうが、雷かみなりのようにごうごうと、転てん轍てつ小ご　屋や　をふるわせてゆきました。

　「みんな、たいへんいそいでるね。なにさがしてるの、あの人たち？」

　「それ、機き　関かん車しゃに乗の　ってる男も知らないんだよ」

　すると、また、もう一つのキラキラとあかりのついた特とっ急きゅうが、こんどは、反対の方向へごうごうと走ってゆきました。

　「みんな、もう、もどってきたんだね」と、王子さまがききました。

　「あれ、おんなじ客きゃくじゃないんだ。すれちがったんだよ」と、スイッチ・マンがいいました。

　「じぶんたちのいるところが、気にいらなかったってわけかい？」

　「人間ってやつぁ、いるところが気にいることなんて、ありゃしないよ」と、スイッチ・マンがいいました。

　すると、キラキラとあかりのついた三ばんめの特とっ急きゅうが、ごうごうと音をたてて通りました。

　「はじめのお客きゃくを、おっかけてるんだね？」と、王子さまがききました。

　「なんにもおっかけてやしないよ。あの中で眠ねむってるんでなけりゃあ、あくびしてるんだ。子どもたちだけが、窓まどガラスに鼻をぴしゃんこにおしつけてるんだよ」

　「子どもたちだけが、なにがほしいか、わかってるんだね。きれでできた人にん形ぎょうなんかで、ひまつぶしして、その人形を、とてもたいせつにしてるんだ。もし、その人形をとりあげられたら、子どもたちは、泣な　くんだ……」と、王子さまがいいました。

　「子どもたちは幸こう福ふくだな」と、スイッチ・マンがいいました。
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　「こんにちは」と、王子さまがいいました。

　「やあ、こんちは」と、あきんどがいいました。

　それは、のどのかわきがケロリとなおるという、すばらしい丸がん薬やくを売っているあきんどでした。一週に一ひと粒つぶずつ、それをのむと、もう、それきりなにも、のみたくなくなる、というのです。




　「なぜ、それ、売ってるの？」と、王子さまがいいました。

　「時間が、えらく倹けん約やくになるからだよ。そのみちの人が計算してみたんだがね、一週間に五十三分、倹けん約やくになるというんだ」と、あきんどがいいました。

　「で、その五十三分って時間、どうするの？」

　「したいことするのさ……」

　〈ぼくがもし、五十三分っていう時間、すきに使つかえるんだったら、どこかの泉いずみのほうへ、ゆっくり歩いてゆくんだがなあ〉と、王子さまは思いました。
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　ぼくの飛ひ　行こう機き　が、砂さ　漠ばくの中で故こ　障しょうしてから八日め、もう一ひとしずくしか残のこっていない貯たくわえの水をのみながら、丸がん薬やく商しょう人にんの話に耳をすましたぼくは、王子さまに向かって、こういいました。

　「じつにおもしろい話だ。だけど、まだ飛ひ　行こう機き　の修しゅう繕ぜんができてないし、それに飲の　み水みずが、もう一いっ滴てきもない、このありさまなんだ。だから、ぼくも、どこかの泉いずみのほうへ、ゆっくりゆっくり歩いていけたら、うれしいんだがなあ！」

　「ぼくの友だちのキツネがね……」と、王子さまは、ぼくにいいました。

　「ぼっちゃん、もう、キツネどころじゃないんだよ」

　「なぜ？」

　「だって、のどがかわいて死にそうだもの……」

　王子さまは、ぼくのいうことがのみこめなくて、こう、ぼくに答えました。

　「死にそうになっても、ひとりでも友だちがいるのは、いいものだよ。ぼくはね、キツネと友だちになれて、ほんとにうれしいよ……」

　このぼっちゃん、どんなにあぶないことになってるか、わかっていないんだ。ひもじい思いをしたためしもないし、のどがかわいたためしもないんだ。ほんのちょっと、日の光がさしてくれば、それで満まん足ぞくしてるんだ、と、ぼくは考えました。

　が、王子さまは、じっとぼくを見ました。そして、ぼくの心のうちを思いやったらしく、こういいました。

　「ぼくも水がのみたいから……井い　戸ど　をさがそうよ……」

　ぼくは、つかれたような身ぶりをしました。こんな果は　てしない砂さ　漠ばくの中で、いきあたりばったり井い　戸ど　をさがすなんて、ばかげたことだと思ったからです。それでも、ぼくたちは歩きだしました。

　ぼくたちが、なん時間かだまって歩いていると、日が暮く　れて、星が光りはじめました。ぼくは、のどがかわいて、すこし熱ねつがあるようなので、まるで夢ゆめでも見ているように、星の光をながめていました。王子さまのいったことが、ぼくの記き　憶おくの中でおどっていました。

　「水がのみたいの、きみも？」と、ぼくは王子さまにききました。

　が、王子さまは、ぼくのきいたことには答えません。ただ、こういったきりでした。

　「水は、心にもいいものかもしれないな……」

　王子さまが、なぜそういう返事をしたのか、わからなかったのでしたが、それでも、ぼくは口をつぐみました……。王子さまに、そのわけをきいてもしようがないことが、よくわかっていたからです。

　王子さまはくたびれていました。腰こしをおろしました。ぼくはそのそばに腰をおろしました。すると、王子さまは、しばらくだまっていたあとで、また、こういいました。

　「星があんなに美しいのも、目に見えない花が一つあるからなんだよ……」

　ぼくは、〈そりゃあ、そうだ〉と答えました。それから、なんにもいわずに、でこぼこの砂すなが、月の光を浴あ　びているのをながめていました。

　「砂さ　漠ばくは美しいな……」と、王子さまはつづいていいました。

　まったくそのとおりでした。ぼくは、いつも砂さ　漠ばくがすきでした。砂すな山やまの上に腰こしをおろす。なんにも見えません。なんにもきこえません。だけれど、なにかが、ひっそりと光っているのです……

　「砂さ　漠ばくが美しいのは、どこかに井い　戸ど　をかくしているからだよ……」と、王子さまがいいました。

　とつぜん、ぼくは、砂すながそんなふうに、ふしぎに光るわけがわかっておどろきました。ほんの子どもだったころ、ぼくは、ある古い家うちに住んでいたのですが、その家うちには、なにか宝たからが埋う　められているという、いいつたえがありました。もちろん、だれもまだ、その宝を発見したこともありませんし、それをさがそうとした人もないようです。でも、家うちじゅうが、その宝で、美しい魔ま　法ほうにかかっているようでした。ぼくの家うちは、そのおくに、一つの秘ひ　密みつをかくしていたのです……

　「そうだよ、家うちでも星でも砂さ　漠ばくでも、その美しいところは、目に見えないのさ」と、ぼくは王子さまにいいました。

　「うれしいな、きみが、ぼくのキツネとおんなじことをいうんだから」と、王子さまがいいました。

　王子さまが眠ねむりかけたので、ぼくは両りょう腕うででかかえて歩きだしました。ぼくは心をゆすぶられていました。まるで、こわれやすい宝たからを、手に持っているようでした。地球の上に、これよりこわれやすいものは、なにもないようにさえ、感じられるのでした。ぼくは、月の光で、王子さまの青白い顔を見ていました。ふさいでいる目を見ていました。ふさふさした髪かみの毛が、風にふるえているのを見ていました。そして、いま、こうして目の前に見ているのは、人間の外がわだけだ、一ばんたいせつなものは、目に見えないのだ……と思っていました。

　王子さまのくちびるが、心もち開いて、どこともなしに笑え　顔がおが見えるのです。ぼくはまたこう思いました。

　〈この王子さまの寝ね　顔がおを見ると、ぼくは涙なみだの出るほどうれしいんだが、それも、この王子さまが、一いち輪りんの花をいつまでも忘わすれずにいるからなんだ。バラの花のすがたが、ねむっているあいだも、ランプの灯ひ　のようにこの王子さまの心の中に光っているからなんだ……〉

　すると、ぼくは、王子さまが、いよいよこわれやすい人のように見えてきました。ともし火は、たいせつにしましょう。風がさっと吹ふ　いてきたら、その灯ひ　が消えるかもしれませんからね……

　こんなこと考えながら歩いていくうちに、ぼくは夜が明けるころ、とうとう井い　戸ど　を発見しました。
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　王子さまはいいました。

　「みんなは、特とっ急きゅう列れっ車しゃに乗の　りこむけど、いまではもう、なにをさがしてるのか、わからなくなってる。だからみんなは、そわそわしたり、どうどうめぐりなんかしてるんだよ……」

　それからまた、つづけていいました。

　「ごくろうさまな話だ……」

　ぼくたちがいきついた井い　戸ど　は、サハラ砂さ　漠ばくにある井戸らしくありませんでした。サハラ砂漠の井戸は、ただの穴あなが、砂すな地ち　にほられているだけのものです。ところで、ぼくたちの発はっ見けんした井戸は、村にあるような井戸でした。でも、あたりには、村なんか、一つもありません。ぼくは、夢ゆめを見ている気もちでした。







　「へんだな、みんな用意してある。車も、つるべも、綱つなも……」と、ぼくは、王子さまにいいました。

　王子さまは笑わらいました。そして、綱つなに手をかけて、井い　戸ど　の車を動かしました。すると、車が、うめくようにひびきました。長いこと、風に吹ふ　かれずにいる、古い風かざ見み　のようにギイときしりました。

　「ほら、この井い　戸ど　が、目をさまして歌ってるよ……」

　ぼくは、王子さまに骨ほねをおらせたくなかったので、いいました。

　「ぼくが汲く　んであげるよ。きみには重すぎるから」

　ぼくはゆっくりと、つるべを井い　戸ど　のふちまでひきあげました。そして、それを井戸がわに、ちゃんとおきました。ぼくの耳には、車のカラカラいう音が、ずっときこえているし、まだゆれている井い　戸ど　水みずには、日の光が、キラキラとうつっていました。

　「ぼく、その水がほしいな。のましてくれない？……」

　ぼくは、王子さまがなにをさがしていたのか、わかりました。

　ぼくは、つるべを、王子さまのくちびるに持ちあげました。すると、王子さまは、目をつぶったまま、ごくごくとのみました。お祝いわいの日のごちそうでもたべるように、うまかったのです。その水は、たべものとは、べつなものでした。星空の下を歩いたあとで、車がきしるのをききながら、ぼくの腕うでに力を入れて、汲く　みあげた水だったのです。だから、なにかおくりものでも受けるように、しみじみとうれしい水だったのです。ぼくは、ほんの子どもだったころ、ぼくのもらうクリスマスのおくりものも、クリスマス・ツリーにはロウソクが光っているし、真ま　夜よ　中なかのミサの音おん楽がくはきこえるし、人たちが春のようににっこりしているしするので、いよいよキラキラと目にうつりました。

　「きみの住んでるとこの人たちったら、おなじ一つの庭で、バラの花を五千も作ってるけど、……じぶんたちがなにがほしいのか、わからずにいるんだ」と、王子さまがいいました。

　「うん、わからずにいる……」と、ぼくは答えました。

　「だけど、さがしてるものは、たった一つのバラの花のなかにだって、すこしの水にだって、あるんだがなあ……」

　「そうだとも」と、ぼくは答えました。

　すると、王子さまが、またつづけていいました。

　「だけど、目では、なにも見えないよ。心でさがさないとね」

　ぼくは水をのんで、ほっとしました。夜明けの砂すな地ち　は、蜜みつのような色になるものです。ぼくはその蜜のような色を、いい気もちになってながめていました。苦く　労ろうするわけなんか、どこにもありませんでした。

　「きみは約やく束そくまもらなくちゃ」と、しずかにいった王子さまは、また、ぼくのそばにきて腰こしをおろしていました。

　「約やく束そくって？」

　「ほら……ぼくのヒツジにはめてやる口くち輪わ　のことさ。ぼく、どんなことになったって、あの花をほっとくわけにはいかないんだもの」

　ぼくは、ポケットから、かきなぐったいろいろな絵を出しました。王子さまは、それを見ると、笑わらいながらいいました。

　「きみのかいたバオバブったら、なんだか、キャベツみたいだな」

　「ひどいなあ！」

　ずいぶん得とく意い　になってかいたバオバブだったのに……

　「これ、キツネだな……この耳ったら……なんだか角つのみたいだね……あんまり長すぎるよ」

　そして、また王子さまは笑わらいました。

　「ぼっちゃん、ひどいよ、そりゃ。ウワバミの内うちがわと外がわでなくちゃ、なんにもかけなかったぼくなんだからねえ」

　「なに、それで、けっこうだよ。子どもにはわかるんだから」

　ぼくは、そこで口くち輪わ　をエンピツでかきました。でも、それを王子さまにわたすとなると、胸むねがいっぱいになりました。

　「きみは、いろんなことしようとしているんだ、ぼくの知らない……」

　が、王子さまは、ぼくがそういったことには答えずに、こういいました。

　「ね、ぼくは、この地球におりてきたろ？……あしたは一年めの記き　念ねん日び　なんだよ……」

　それから、しばらくだまっていたあとで、王子さまは、またこういいました。

　「ぼく、ここのすぐ近くにおりてきたんだった……」

　そして王子さまは、顔を赤くしました。

　すると、ぼくは、なぜかわけはわからずに、また、へんにかなしくなりました。そして、また一つ、きくことを、思いつきました。

　「一週間まえの朝、ぼくがきみと知りあったとき、きみは、人の住んでるところから、千マイルもはなれたところを、あんなにひとりぽっちで歩いていた。じゃ、あれも、ただ、そうやってたわけじゃなかったんだね。きみは、おりてきたところへ、またいきかけていたんだね？」

　王子さまは、また顔を赤くしました。で、ぼくは、もじもじしながら、つづけていいました。

　「記き　念ねん日び　だったからだろうね？……」

　王子さまは、また顔を赤くしました。なにか、きかれても、王子さまは、それに答えたことがないのです。が、人が顔を赤くしたら、それは、〈そうだ〉という意味ではないでしょうか。

　「ああ、ぼく、すこしこわくなった……」

　しかし、王子さまは、ぼくにこういうのでした。

　「さあ、もう、仕事しなくちゃいけないよ。飛ひ　行こう機き　のところへいってね。ぼく、ここで待ってるよ。またきてね、あしたの夕方……」

　が、ぼくは、おちついてはいられませんでした。キツネのことを思いだしていたのです。仲なかのよいあいてができると、ひとは、なにかしら泣な　きたくなるのかもしれません。
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　井い　戸ど　のそばには、古いこわれた石いし垣がきがありました。あくる日の夕方、ぼくが仕事からもどってくると、ぼくの王子さまが、こわれた石垣の上に、両足をぶらりとたれて、腰こしをおろしているのが、遠くから見えました。すると、こういっている王子さまの声がきこえました。

　「じゃあ、おぼえていないのかい？　どうもここじゃなさそうだよ」

　ほかの声が、きっとどこかで、答えたのでしょう。王子さまが、すぐこういったのですから。

　「そうだよ、そうだよ！　きょうだったんだよ。だけど、場所はここじゃないんだ……」

　ぼくは、ずっと石いし垣がきのほうに歩いてゆきました。いくら歩いていっても、だれのすがたも見えませんし、だれの声もきこえません。が、王子さまは、またいいました。

　「……そのとおりだよ。砂すなの中の、ぼくの足あとが、どこではじまってるか、見ておくれ。ぼくを、そこで待っていさえすればいいんだ。今夜、そこへいくんだから」

　ぼくは、石いし垣がきから二十メートルのところにいましたが、やっぱりなんにも見えません。王子さまは、しばらくだまっていたあとで、またいいました。

　「きみ、いい毒どく、持ってるね。きっと、ぼく、長いこと苦くるしまなくていいんだね？」

　ぼくは、胸むねがつぶれるような気がして立ちどまりました。しかし、やっぱりなんのことかわかりません。

　「さあ、もう、向こうへいって……ぼく、下へおりたいんだ！」







　そのとき、ぼくはぼくで、石いし垣がきのねもとのほうを見おろして、ハッと飛と　びあがりました。そこには、三十秒の間に、ひとの命を断た　ちきる、黄き　いろいヘビが一ぴき、王子さまのほうへ、かまくびをつきたてていました。ピストルをとりだそうと、ぼくはポケットのうちをさぐりながら、かけ出しました。しかし、ヘビは、ぼくの足音をきくと、ふんすいの水がだんだん上がらなくなるように、すうーっと、砂すなの中へすべりこみました。そして、こんどは、そんなにいそいでいるようすもなく、金かな物ものをひきずるような軽い音をたてて、石と石の間にもぐりこみました。

　石いし垣がきのところへいきついたとき、ちょうどうまくおりてくる王子さまを、ぼくは、両りょう腕うででうけとめました。その顔かおは、雪のように白くなっていました。

　「いったい、どうしたっていうのかい？　こんどはヘビと話するなんて！」

　ぼくは、王子さまが、いつも首にまいている金色のえりまきをほどきました。こめかみをしめして、水をのませました。ことがこうなっては、ぼくは、もう、王子さまに、なんにもきく勇ゆう気き　がありません。まじめな顔で、ぼくを見つめていた王子さまは、両りょう腕うでを、ぼくの首にからませました。王子さまの心しん臓ぞうは、鉄てっ砲ぽうでうたれて、息も絶た　えそうになっている鳥の心臓のように、鼓こ　動どうしていました。王子さまは、ぼくに、こういいました。

　「機き　械かいのいけないとこが見つかってよかったね。これで、きみは、うちへ帰っていけるんだ……」

　「どうして知ってるの、そんなこと？」

　ぼくは、とてもだめだろうと思っていた仕事が、うまくいったことを、ちょうど知らせようと思って、きたところでした。

　王子さまは、ぼくのきいたことには、なんにも答えません。が、つづけて、こういいました。

　「ぼくも、きょう、うちに帰るよ……」

　それから、かなしそうに──

　「でも、きみんとこより、もっともっと遠いところなんだ……もっともっとほねがおれるんだ……」

　王子さまがこういうのでは、その身の上に、なにか、なみたいていでないことが、もちあがっているにちがいありません。でぼくは、赤んぼうでもだくように、しっかとだきしめましたが、王子さまのからだは、どこかの深い淵ふちにまっさかさまにおちていって、ひきとめるにもひきとめられないような気がしました……

　王子さまは、遠いところで迷まい子ご　にでもなったように、きっとした目をしていました。

　「ぼく、きみがかいてくれたヒツジも持ってる。ヒツジをいれる箱はこも持ってる。それから口くち輪わ　も……」

　そして、王子さまは、さびしそうに、にっこりしました。

　ぼくは、長いこと、ようすを見ていました。王子さまは、すこしずつ、元気づいてゆくようです。

　「ぼっちゃん、きみ、こわかったんだね……」

　王子さまは、こわかったのです。それにまちがいはありません。けれど、王子さまは、しずかに笑わらっています。

　「ぼく、今夜は、もっともっと、こわい思いをするんだ……」

　ぼくは、もうどうにもとりかえしがつかないことがおこりそうな気がして、また、胸むねのうちがつめたくなりました。王子さまのあの笑わらい声が、もう、二度とはきかれなくなるのだ、と思うことさえ、しんぼうできないことがわかりました。

　王子さまのあの笑わらい声をきくことは、砂さ　漠ばくの中で泉いずみの水を見つけるのと同じだったからです。

　「ぼっちゃん、ぼく、あんたのあの笑わらい声が、もっとききたいんだ……」

　けれど、王子さまは、ぼくにこういいました。

　「今夜で一年になる。ぼくの星は、去きょ年ねん、ぼくがおりてきたとこの、ちょうど真ま　上うえにくるよ……」

　「ぼっちゃん、そりゃ、ありもしないこといってるんじゃないのかい、ヘビだの、待ちあわせる場所だの、星だのっていう、その話……？　ね、そうだろ……」

　けれど、王子さまは、ぼくがきいたことには答えないで、こういいました。

　「たいせつなことはね、目に見えないんだよ……」

　「うん、そうだね……」

　「花だっておんなじだよ。もし、きみが、どこかの星にある花がすきだったら、夜、空を見あげるたのしさったらないよ。どの星も、みんな、花でいっぱいだからねえ」

　「うん、そうだね……」

　「水だっておんなじさ。きみがぼくにのませてくれたあの水ったら、車と綱つなで、汲く　みあげたんで、音楽をきくようだったね……。ほら……うまい水だったじゃないか」

　「うん、そうだね……」

　「夜になったら、星をながめておくれよ。ぼくんちは、とてもちっぽけだから、どこにぼくの星があるのか、きみに見せるわけにはいかないんだ。だけど、そのほうがいいよ。きみは、ぼくの星を、星のうちの、どれか一つだと思ってながめるからね。すると、きみは、どの星も、ながめるのがすきになるよ。星がみんな、きみの友だちになるわけさ。それから、ぼく、きみにおくりものを一つあげる……」

　王子さまは、また笑わらいました。

　「ぼっちゃん、ぼっちゃん、ぼく、その笑わらい声をきくのがすきだ」

　「これが、ぼくの、いまいったおくりものさ。ぼくたちが水をのんだときと、おんなじだろう」

　「それ、どういうこと？」

　「人間はみんな、ちがった目で星を見てるんだ。旅行する人の目から見ると、星は案あん内ない者しゃなんだ。ちっぽけな光くらいにしか思ってない人もいる。学者の人たちのうちには、星をむずかしい問もん題だいにしてる人もいる。ぼくのあった実じつ業ぎょう屋や　なんかは、金きん貨か　だと思ってた。だけど、あいての星は、みんな、なんにもいわずにだまっている。でも、きみにとっては、星が、ほかの人とはちがったものになるんだ……」

　「それ、どういうこと？」

　「ぼくは、あの星のなかの一つに住むんだ。その一つの星のなかで笑わらうんだ。だから、きみが夜、空をながめたら、星がみんな笑ってるように見えるだろう。すると、きみだけが、笑わらい上じょう戸ご　の星を見るわけさ」

　そして、王子さまは、また笑わらいました。

　「それに、きみは、いまにかなしくなくなったら──かなしいことなんか、いつまでもつづきゃしないけどね──ぼくと知りあいになってよかったと思うよ。きみは、どんなときにも、ぼくの友だちなんだから、ぼくといっしょになって笑わらいたくなるよ。そして、たまには、そう、こんなふうに、へやの窓まどをあけて、ああ、うれしい、と思うこともあるよ……。そしたら、きみの友だちたちは、きみが空を見あげながら笑ってるのを見て、びっくりするだろうね。そのときは、〈そうだよ、ぼくは星を見ると、いつも笑いたくなる〉っていうのさ。そしたら、友だちたちは、きみの頭がおかしくなったんじゃないかって思うだろう。するとぼくは、きみにとんだいたずらしたことになるんだね……」

　王子さまは、また笑わらいました。

　「そうすると、ぼくは星のかわりに、笑わらい上じょう戸ご　のちっちゃい鈴すずをたくさん、きみにあげたようなものだろうね……」

　王子さまは、また笑わらいました。が、やがてまた、まじめな顔になっていいました。

　「今夜はね、やってきちゃいけないよ」

　「ぼく、きみのそば、はなれないよ」

　「ぼく、病気になってるような顔しそうだよ……なんだか、生きてないような顔しそうだよ。うん、そうなんだ。だから、そんなようす、見にきたってしようがないじゃないか……」

　「ぼく、きみのそば、はなれないよ」

　そういっても王子さまは、心しん配ぱいそうな顔をしています。

　「ぼく、こんなこというの……ヘビのこともあるからだよ。きみにかみついちゃいけないからさ……。ヘビのやつ、いじわるなんだから。おもしろがって、かみつくかもしれないんだよ……」

　「ぼく、きみのそば、はなれないよ」

　王子さまは、なにかしら思いついて、安あん心しんしたようにも見えました。

　「そうだ。ヘビのやつ、二度めにかみつくときには、もう、毒どくがないんだっけ……」

　その夜、王子さまが出かけたのを、ぼくは気がつきませんでした。足音一つたてずに、すがたをかくしたのです。あとをおって、首しゅ尾び　よくおいつきますと、王子さまは、もう、はらをきめたらしく、あしばやに歩いていました。そして、こういったきりでした。




　「ああ、きみか……」

　王子さまは、ぼくの手をとりましたが、また、心しん配ぱいでたまらなそうにいいました。

　「こないほうがよかったのに、それじゃつらい思いをするよ。ぼく、もう死んだようになるんだけどね、それ、ほんとじゃないんだ……」

　ぼくは、だまっていました。

　「ね、遠すぎるんだよ。ぼく、とてもこのからだ、持ってけないの。重すぎるんだもの」

　ぼくはだまっていました。

　「でも、それ、そこらにほうりだされた古いぬけがらとおんなじなんだ。かなしかないよ、古いぬけがらなんて……」

　ぼくはだまっていました。




　王子さまは、すこし、気がくじけたようでしたが、また、気もちをひきたてて、いいました。

　「ね、とてもいいことなんだよ。ぼくも星をながめるんだ。星がみんな、井い　戸ど　になって、さびついた車がついてるんだ。そして、ぼくにいくらでも、水をのましてくれるんだ」

　ぼくはだまっていました。

　「ほんとにおもしろいだろうなあ！　きみは、五億おくも鈴すずをもつだろうし、ぼくは、五億も、泉いずみをもつことになるからねえ……」

　そして、こんどは王子さまもだまってしまいました。泣な　いていたからです……

　「だからね、かまわず、ぼくをひとりでいかせてね」といって、王子さまは腰こしをおろしました。こわかったからです。

　それからまた、こういいました。

　「ねえ……ぼくの花……ぼく、あの花にしてやらなくちゃならないことがあるんだ。ほんとに弱い花なんだよ。ほんとにむじゃきな花なんだよ。身のまもりといったら、四つのちっぽけなトゲしか、もってない花なんだよ……」

　ぼくも腰こしをおろしました。立っていられなくなったからです。

　王子さまはいいました。

　「さあ……もう、なんにもいうことはない……」

　王子さまは、まだ、なにか、もじもじしていましたが、やがて立ちあがりました。そして、ひとあし、歩きました。ぼくは動けませんでした。

　王子さまの足首のそばには、黄き　いろい光が、キラッと光っただけでした。王子さまは、ちょっとのあいだ身動きもしないでいました。声ひとつ、たてませんでした。そして、一本の木が倒たおれでもするように、しずかに倒れました。音ひとつ、しませんでした。あたりが、砂すなだったものですから。
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　さて、いまとなってみると、もう、たしかに六年まえのことです……。ぼくは、この話を、まだ、だれにもしたことがありません。その後ご　、ぼくにあった友ゆう人じんたちは、ぼくが生きているのを見て、たいへんよろこびました。ぼくは、かなしかったのですけれど、友人たちには、〈なにしろ、つかれてるんでね……〉といっていたものです。

　いまとなっては、かなしいには、かなしいのですが、いくらかあきらめがつきました。といったところで……すっかりあきらめがついた、というわけではありません。でも、王子さまが、じぶんの星に帰ったことは、よく知っています。なぜなら、夜があけたとき、どこにも、あのからだが見つからなかったからです。たいして、重いからだではなかったのです……。ぼくは夜になると、空に光っている星たちに、耳をすますのがすきです。まるで五億おくの鈴すずが、鳴な　りわたっているようです……

　ところで、どうでしょう。こんな、たいへんなことがあるのです。ぼくは、王子さまの注文で、口くち輪わ　の絵をかいたのですが、それに、皮ひもをつけることを忘わすれたのです。だから、王子さまは、とてもヒツジに口輪をはめさせるわけに、いかなかったでしょう。

　そこで、ぼくは、〈王子さまの星の上では、いったい、どんなことが、もちあがったかしら。ヒツジが花をくったかもしれない……〉などと考えています。

　日によると、ぼくは、〈そんなことがあるものか。王子さまは、夜になると、いつもたいせつな花に覆おおいガラスをかけて、ヒツジがよりつかないように、よく目をくばっているのだ……〉と思うことがあります。すると、ぼくは安心します。そして、空の星がみな、さもたのしそうに笑わらうのです。

　また、日によっては、〈一度やそこら、うっかりするときがあるものだが、そしたら、もう、おしまいだ。王子さまは、ある日の晩ばん方がた、覆おおいガラスをかけることを忘わすれたか、そうでなけりゃ、ヒツジが、夜そっと外へ出たのだ……〉と思うこともあります。そうなると、鈴すずがみな、涙なみだになってしまうのです！……

　まったく、ふしぎなことなのです。あの王子さまを愛あいしているあなたがたと、ぼくにとっては、ぼくたちの知らない、どこかのヒツジが、どこかに咲さ　いているバラの花を、たべたか、たべなかったかで、この世界にあるものが、なにもかも、ちがってしまうのです……

　空をごらんなさい。そして、あのヒツジは、あの花をたべたのだろうか、たべなかったのだろうか、と考えてごらんなさい。そうしたら、世よ　のなかのことがみな、どんなに変か　わるものか、おわかりになるでしょう……

　そして、おとなたちには、だれにも、それがどんなにだいじなことか、けっしてわかりっこないでしょう。







　これが、ぼくにとっては、この世よ　の中で一ばん美しくって、一ばんかなしい景け　色しきです。前のページにあるのと、おなじ景色ですけれど、みなさんによくお見せしようと思って、もう一度かきました。王子さまが、この地球の上にすがたを見せて、それからまた、すがたを消したのは、ここなのです。

　もし、あなたがたが、いつかアフリカの砂さ　漠ばくを旅行なさるようなことがあったら、すぐ、ここだな、とわかるように、この景け　色しきをよく見ておいてください。そして、もし、このところを、お通りになるようでしたら、おねがいですから、おいそぎにならないでください。そして、この星が、ちょうど、あなたがたの頭の上にくるときを、おまちください。そのとき、子どもが、あなたがたのそばにきて、笑わらって、金色の髪かみをしていて、なにをきいても、だまりこくっているようでしたら、あなたがたは、ああ、この人だな、と、たしかにお察さっしがつくでしょう。そうしたら、どうぞ、こんなかなしみにしずんでいるぼくをなぐさめてください。王子さまがもどってきた、と、一いっ刻こくも早く手紙をかいてください……


訳やく者しゃあとがき

　この高度の童話を書いたのは、アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ Antoine de Saint-Exupéry というフランスの作家です。一九〇〇年六月二九日ローヌ河か　畔はんの都市リオンに生まれ、一九四四年七月三一日、地中海の戦線で姿すがたを消したと一いっ般ぱんにいわれている人です。

　二十歳前後から、航こう空くうに並々なみなみならぬ情じょう熱ねつを持ちはじめ、なん度ともなく一いち命めいを危あやうくしたのでしたが、それだけに人間価か　値ち　を高めた異い　常じょう人じんです。『南なん方ぽう郵ゆう便びん機き　』(一九二八)とか、『夜や　間かん飛ひ　行こう』(一九三一)とか、『人間の土地』(一九三九)とかいうのを、世せ　間けんではこの異常人の代表作として伝えているのですが、いかにも天空を縦じゅう横おう無む　尽じんに飛と　びまわった人らしく、物を見る目が冴さ　えざえとしていて、普ふ　通つう一いっ般ぱんの作家には見られない高い気品を感じさせると、誰だれもが言いがちです。

　この訳やく書しょのもとになっている一巻は、一九四六年、サン＝テグジュペリの遺い　作さくとして、パリのガリマール社から、刊かん行こうされたものです。普ふ　通つうの家ほどの大きさもない星が、玉のように美しくて清らかな星の王子さまの故ふる里さとに見たてられたことは、航こう空くうに一身をゆだねた作者のことなので、不ふ　思し　議ぎ　はありません。小さいだけに光までが可か　愛わいらしい一つの星を、航こう空くう機き　の上からつくづくと眺ながめているうちに、作者の眼がん界かいには、しぜん、純じゅん情じょうそのものである王子の姿すがたが浮う　かんできたのでしょう。そしてまた一方、作者は高い大空からこの地球を見おろしているうちに、つまらない世せ　間けんごとに引っかかって、ほんとうの事のよさに無む　頓とん着ちゃくな──さもなければ、間ちがったことを、ほんとうの事と思っている──人間のばからしさを、つくづく情なさけなく思ったのでしょう。結けっ局きょくこの童話を超こ　えた童話には、作者のそんな生活経けい験けんの裏うらづけがあって、ただの空くう想そうが生んだのだと考えるには、人間にとってあまりにも大切な事こと柄がらが、場面それぞれのさりげない対話のうちに含ふくまれているのです。

　「おとなはだれも、はじめは子こ　供どもだった。しかしそのことを忘わすれずにいるおとなは、いくらもない」と作者は言っています。まったくその通りで、きのうきょうの世の中の悪さは、子供でいながら、子供ごころの純じゅん真しんさをじっくりと味あわないうちに、一いっ足そく飛と　びにおとなになった──あるいは、おとなにならされた──たぐいの人が、案外多すぎるからではないでしょうか。むやみに大人お と なぶることに煩わずらわされて、多くの人が知らずしらずのうちに、物事をひち曲げて見ているところにあるのではないでしょうか。おとなになっても、子供ごころのあどけなさを失うしなわずにいる人は、それだけ、物事を見る眼め　にこだわりがないはずです。そしてそれだけ、今の世の中のうっとうしさも、しぜん薄うすらぐことが考えられるわけです。この物語を書いたサン＝テグジュペリのねらいは、つまるところ、おとなというおとなに、かつての童心を取り戻もどさせて、この世をもっと息苦しくなくしようとしたところにあるのでしょう。さもなければ、いつまでも子供ごころを失わずにいるおとなこそ、ほんとうのおとなであることを、子供にもおとなにも知らそうとしたところにあるのでしょう。という意味でこの物語は、ふつう世にいう童話とはちがって、子供とおとなが、肩かたを並ならべて同じ息づかいをしながら読むべき特とく殊しゅな物語です。

　後年ひとかどの航こう空くう大たい尉い　になったサン＝テグジュペリは、高度七五〇メートルで、フランス北部アラスの上空を飛と　びながら、ドイツ軍の高こう射しゃ砲ほうと対決することになったのでした。作家がこの場合は、まごうかたもない行動の人になったのです。

　ところで、七五〇メートルといえば、禁きん止し　高こう度ど　です。ですから平原に標ひょう的てきを提てい供きょうするのもおなじです。飛と　ぶことがもはや、苦にがい薬でしかありません。だから思わずまるで子こ　供どものように顔をそむけました。とたんに少年時代をなつかしむ心が、しぜんに頭をもたげる。敗はい戦せんの味あじ気け　なさをまともに見せられている今は、その味気なさが、不ふ　思し　議ぎ　にも唯ゆい一いつの慰なぐさめです。「そうだ、年取ったのがいけなかった。まったくそうだ。ぼくは子供のときこそ幸福だったのだ」と、つくづく思う作者でした。

　事がこうなると、昔むかしはよかったと誰だれもが言いがちな現げん実じつが身にしむ。遠くのとおくに、少年時代をちらつかせている過去の生活が、洗あらいざらい末すえひろがりに見えてくるからです。

　といったふうに、昔むかしと今とのあいだを、足でなく心で行きつ戻もどりつしていると、アントワーヌはもはや、サン＝テグジュペリ航こう空くう大たい尉い　でなくて、ひとりのおとなが、少年時代とのつながりを、切れ目ひとつなく、それからそれへと辿たどっている存そん在ざいでしかなかったのです。

　それはそれとして、専せん門もん家か　と言われる人の臭くさみをいやがってでもいるらしく、数かずの挿さし画え　をただ気まかせに筆ふでにしていること、それがまた、この二つとない物語に深くしみ込こ　んでいる魅み　力りょくです。さりげない砂すな地ち　のうねりを、大空のはてしない高みから、これもさりげなく見おろしている小さな星の光の美しさ、絵かきを日々の仕事にしている手て　合あいには、到とう底ていつかみがたい美しさだと言ってのけたい私わたしです。素人しろうとの純じゅん一いつな世界は、玄人くろうとのせま苦しい世界とはまったく無む　縁えんな境きょう地ち　にあるのでした。
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